
  

広域連携推進特別委員会 
 
                                           日時 令和 2 年 3 月 19 日（木） 

                                                  午前 10 時 

                                               場所 八戸市議会 第１委員会室 

 

   

１ 八戸圏域連携中枢都市圏 連携事業の取組状況について 資料１ 

２ 八戸圏域連携中枢都市圏の令和 2 年度からの追加・変更予定事業について   資料２、資料３、資料４ 

３ 全国における連携中枢都市圏の形成状況について 資料５、資料６ 

４ 八戸地域畜産関連産業振興ビジョンの取組状況について 資料７、資料 8-1～資料 8-4 

【配付資料】 【配付資料】 

資 料１ 八戸圏域連携中枢都市圏 連携事業の取組状況について（令和2年2月末現在） 資 料 ７ 八戸地域畜産関連産業振興ビジョンについて 

資 料２ 八戸圏域連携中枢都市圏の令和 2 年度からの追加・変更予定事業について 資料8-1 八戸地域畜産関連産業振興ビジョンの取組状況 

資 料３ 八戸都市圏交流プラザ「8base」（エイトベース）について 資料8-2 八戸地域畜産フードフェスタ開催状況 

資 料４ 八戸圏域連携中枢都市圏における連携事業一覧（令和2年度）案 資料8-3 親子ちくさん探検バスツアー開催状況 

資 料５ 全国における連携中枢都市圏の形成状況について（令和2年3月13日現在） 資料8-4 堆きゅう肥利用促進マップ（令和２年度版） 

資 料６ 連携中枢都市圏の取組の推進 
 

参考資料 

 
・八戸圏域市町村の主な家畜の飼養状況 

・農業産出額の状況 
参考資料 八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン《圏域の概況・中長期的将来像編》変更案  

参考資料 八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン《具体的取組編》変更案   
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八戸圏域連携中枢都市圏 連携事業の取組状況について（令和 2年 2月末現在） 全 23 施策 80 事業 

 

１ 圏域全体の経済成長のけん引 

 ａ 産学金官民一体となった圏域の経済成長等の推進体制の整備 

 ｂ 産業クラスターの形成、イノベーションの実現、新規創業促進、地域の中堅企業等を核とした戦略産業の育成 

 

 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

1 八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会運営事業 

圏域の産学金官民の有識者で構成する八戸圏域連携中枢

都市圏ビジョン懇談会を開催し、有識者からの意見を踏ま

え、各種連携事業を推進する。 

・ビジョン懇談会開催 

 第 1 回 10/7（月） 

 第 2 回 2/26（水） 

連携事業の成果指標達成率 

調査時  

目標値 80％（R3 年度） 

実績値 - 

2 地域未来投資促進法に基づく基本計画推進事業 

事業者が青森県八戸圏域基本計画を踏まえて立案する計

画が青森県・国から地域経済牽引事業と承認・確認された

場合、当該計画に基づいて行われる設備投資に係る固定資

産税等について課税免除措置を講じ、八戸圏域における経

済の好循環の創出を図る。 

地域経済牽引事業計画の承認 

  ・承認件数：2 件 

地域経済牽引事業計画の承認件数

【総計】 

調査時 - 

目標値 12 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：2 件 

R2.2 月末：4 件 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

3 テレマーケティング関連産業立地促進費補助金 

八戸市で実施しているテレマーケティング関連産業立地

促進費補助金及び雇用奨励金の交付要件及び雇用奨励金の

対象者について、圏域住民に拡充し、立地企業の事業定着・

事業拡大を図るとともに、圏域全体の雇用創出を図る。 

・関連企業に対し、企業訪問等の機会を活用して、情

報提供を行い、制度の利用を促進 

・10 月に対象企業に聴き取りを行い、１月に申請を

受付 

関連企業の従業者数 

調査時 1,230 人（H28.4.1） 

目標値 1,350 人（R4.4.1） 

実績値 H30 年度：1,269 人 

（H30.4.1） 

R2.2 月末：1,316 人 

（H31.4.1） 

※R1.11.30 時点からの変更箇所は下線で表示 

※表中の成果指標における総計及び累計 
  【総計】：連携事業化前からの実績の累計 

  【累計】：連携事業化後の実績の累計 

広域連携推進特別委員会 

資 料 １ 
令 和 2 年 3 月 19 日 
総合政策部 政策推進課 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

4 

 

企業立地促進条例に基づく各種奨励金 

八戸市で実施している企業立地促進条例に基づく各種奨

励金の雇用要件を、圏域内住民も対象とし、高度技術産業

等の立地促進・圏域内住民の雇用創出や、立地企業の人材

確保及び事業拡大を図る。 

 市内企業に対し、企業訪問等の機会を活用して情報

提供を行い、制度の利用を促進 

 ・交付決定：6 社 

誘致企業の従業員数（テレマーケテ

ィング関連企業を除く） 

調査時 3,705 人（H29.4.1） 

目標値 3,780 人（R4.4.1） 

実績値 H30 年度：3,715 人 

（H30.4.1） 

R2.2 月末：4,048 人 

（H31.4.1） 
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成長産業立地等支援事業補助金 

圏域内事業者が取り組む、成長産業関連の事業に要する

経費を総合的に支援し、企業の受注拡大や新規立地の促進

を図る。 

 圏域内企業に対し、企業訪問等の機会を活用して、

情報提供を行い、制度の利用を促進 

 ・交付決定：3 社 

成長産業参入企業数【分野別総計】 

調査時 6 社（H27 年度） 

目標値 20 社（R3 年度） 

実績値 H30 年度：16 社 

R2.2 月末：17 社 

6 

 

産学官共同研究開発支援事業 

産学官共同研究に関する情報を圏域内事業者に提供する

とともに、企業と大学等が連携して行う共同研究開発に対

し経費の一部を助成し、地域産業の高度化を図る。 

 圏域内の企業が大学等及び公設研究機関と連携して

行う共同研究開発に対し補助金を交付 

・交付決定：2 件 

本支援事業の採択企業数【累計】 

調査時 2 件（H27 年度） 

目標値 10 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：5 件 

R2.2 月末：7 件 

7 

 

革新的ものづくり企業連携促進事業 

国等の競争的資金の採択企業による取り組みを周知する

「企業交流サロン」を開催する等、圏域内事業者の革新的

取り組みや競争的資金に挑戦する意識醸成を図る。 

 革新的ものづくり企業連携交流サロンの開催 

 日程：２/19（水） 

 場所：YS アリーナ八戸大会議室  

 内容：ものづくり補助金等の公的な競争的資金を獲

得しながら行った革新的な取り組みに関する

事例発表・パネルディスカッション 

 参加者：24 人（うち圏域町村２人） 

企業交流サロンの平均参加者数 

調査時 29.5 人/回（H27 年度） 

目標値 30 人/回（R3 年度） 

実績値 H30 年度：66 人/回 

R2.2 月末：24 人/回 

8 

 

課題発掘・課題解決コーディネート事業 

コーディネーターが圏域の製造業等を訪問して、販路開

拓や新商品開発、その他の経営課題について課題を発掘し、

助言等を行うとともに、活用できる支援施策の提案、情報

提供を行うことにより、圏域の製造業等が抱えている課題

の解決を図る。 

・4/1（月）に委嘱した３名のコーディネーターが活動 

 阿部 孝悦 氏（元八戸インテリジェントプラザ所長） 

 箭内 武 氏（㈱YANAI 総合研究所代表取締役） 

 村井 京太 氏（グローバリューション代表） 

・企業訪問件数：78件（うち圏域町村 18 件） 

企業訪問件数 

調査時 - 

目標値 100 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：94 件 

R2.2 月末：78 件 
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 ｃ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

9 

 

新商品・新サービス開発支援事業 

新商品開発等に係る支援機能の強化に向けた八戸圏域産

学官金連携会議や、新商品・新サービス開発に資する国の

施策説明会等を開催し、支援ニーズ・支援施策の情報共有

による効果的な支援や、地域製造業等の支援施策の活用促

進を図る。 

 

・八戸圏域産学官金連携会議 

 第 1 回 7/31（火） 

 第 2 回 12/11（水） 

・国の施策説明会 

 日程：2/7（金） 

 参加者数：141 人（うち圏域町村 14 人） 

施策説明会等参加者数 

調査時 - 

目標値 200 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：162 人 

R2.2 月末：141 人 

10 はちのへ創業・事業承継サポートセンター事業 

創業支援拠点である「はちのへ創業・事業承継サポート

センター」において、圏域の商工会と連携した相談対応や

情報発信等を行い、創業者の増加や円滑な事業承継により、

雇用の場の維持・創出を図る。 

 新規相談者数 122 人（うち圏域町村 15 人） 

 相談件数   512 件（うち圏域町村 89 件） 

 起業件数   43 件（うち圏域町村 4 件） 

 事業承継成立   2 件（うち圏域町村 0 件） 

起業件数【累計】 

調査時 5 件（H27 年度） 

目標値 50 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：73 件 

R2.2 月末：116 件 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

11 販路開拓活動支援事業 

地域製造業の販路開拓活動を支援するため、首都圏等に

おける展示会等への出展支援や専門家を活用したアドバイ

ス等を行う。 

・専門家の派遣件数：７件 展示会出展等支援企業件数 

調査時 - 

目標値 15 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：11 件 

R2.2 月末：７件 

12 地場産品の販路拡大事業 

圏域内の事業者を対象に、首都圏等での大規模展示・商

談会に出展し、販路拡大を図る。 

・「はちのへローカルマーケット」の開催 

 日程：R1 年 6 月開始 

 場所：ユートリー１階特設ブース 

 内容：セレクトフェア（毎月１回）    

      はちのへ圏域自慢の逸品コーナー（随時） 

・物産振興推進事業の実施 

 日程：通年 

 内容：首都圏や県内外における百貨店等での 

     物産展の開催、商談会・見本市への参加 

 

・商談成立件数：21 件（うち圏域町村 9 件） 

商談成立件数【累計】 

調査時 - 

目標値 50 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：78 件 

R2.2 月末：99 件 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

13 

 

マチニワ・マルシェ 

八戸まちなか広場 マチニワにおいて、圏域市町村の物

産、食材を提供する「マルシェ（市）」を開催し、今後の商

品開発や販売促進に繋げる。 

 38 FUUD FOOD MARCHE 2019 

  日程：9/7（土）～8（日） 

  場所：八戸まちなか広場 マチニワ 

  内容：地域の生産者による「マルシェ」等を開催 

      （圏域市町村の食材、物産等を提供） 

開催時の来場者数 

調査時 - 

目標値 5,000 人/回（R3 年度） 

実績値 H30 年度：2,398 人 

R2.2 月末：1,480 人 

14 

 

ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ 

圏域内の観光資源、地場産品、伝統芸能等、圏域一体と

なった総合的なフェスティバルを開催する。 

 ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ 2019 

  日時：8/24（土）～25（日）10:00～15:00 

  場所：ユートリー1F 大ホール、1F 通路及び八戸

駅前広場 

入場者数（2 日間の計） 

調査時 14,887 人（H28 年度） 

目標値 17,000 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：13,727人 

R2.2 月末：18,713 人 

15 海外販路拡大事業 

海外で開催される物産展等にブース出展するとともに、

バイヤーの招聘等を行い、圏域の企業の海外進出を支援し、

様々な国に向けた販路の拡大を図る。 

ASEAN 向け通年マッチング支援事業 

【ベトナム・その他 ASEAN】 

・海外販路拡大セミナーの実施 7/16（火） 

・バイヤー招聘商談会 9/17（火）～19（木） 

 参加 24 社（うち圏域町村 3 社）、 

 招聘バイヤー6 社（ベトナム 4 社・国内 2 社） 

取引成立（拡大）企業数【累計】 

調査時 - 

目標値 5 社（R3 年度） 

実績値 H30 年度：12 社 

R2.2 月末：14 社 

・現地営業代行（8 月～2 月） 

・現地百貨店でのデモ販売、現地レストランでのプロモーション、現地営業活動 

①12/５（木）～８（日） ベトナムホーチミン市：営業活動、レストランプロモーション 

 ②1/27（月）～２/６（木）ベトナムホーチミン市営業活動、 

ホーチミン髙島屋でのデモ販売 

 ③インフルエンサーの起用、ＰＲ動画コンテンツの作成 

・現地営業及び営業フォロー   

海外への販売促進のための協力・支援（通年） 

海外販路拡大支援事業補助金（通年） 

交付決定：10 社 

・取引企業成立件数：2 社 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

16 知的財産権対策支援事業 

圏域内の中小企業者が自社の優れた技術や高付加価値の

製品等を活かし、市場での競争力を維持できるよう、知的

財産権に関する普及や啓発、課題に対する相談、国内特許

等取得に対する補助支援を実施し、知的財産の活用促進を

図る。 

・知的財産権に関する相談、指導を実施 

 相談件数：162 件（うち連携町村 14 件） 

・知的財産権に関するセミナーを開催 

 第 1 回 7/22（月） （八戸市） 

 第 2 回 8/23（金） （おいらせ町） 

 第 3 回 1/27（月） （八戸市） 

・国内特許等出願費補助金を交付 

 交付件数：1 件 

知的財産権に関する相談件数 

調査時 141 件（H29 年） 

目標値 155 件（R3 年） 

実績値 H30 年度：- 

R2.2 月末：162 件 

17 求人・求職情報等無料ウェブサイト運営事業 

圏域住民、事業所向けの求人・求職者情報等無料ウェブ

サイト「八戸都市圏ジョブ市場」において、効果的・効率

的なマッチングを図るとともに、求人事業所が求める人材

の確保や若年者等の県外流出の抑制を図る。 

 「はちのへジョブ市場」をリニューアルし、「八戸都

市圏ジョブ市場」として H29 年 9 月から運用開始 

 ・新規求人登録件数：166 件（うち圏域町村 10 件） 

 ・新規求職者数：97 人（うち圏域町村 2 人） 

新規求人登録件数【総計】 

調査時 87 件（H27 年） 

目標値 400 件（R3 年） 

実績値 H30 年度：364 件 

R2.2 月末：530 件 

18 地域事業所人材獲得等支援事業 

圏域内事業所に対し、情報発信力の強化、採用力の向上、

インターンシップの受入体制の構築を支援するセミナーの

開催や人材確保に係る個別相談等を行い、圏域内事業所の

人材不足の解消、ＵＩＪターン就職の促進等を図る。 

・首都圏等で開催される就職・転職フェア等に、圏域

内事業所が出展するための経費の一部を助成  

・交付決定事業所数：８社（うち圏域町村１社） 

・本事業を活用した事業所における採用人数：［累計］10 人  

本事業を活用した事業所のうち、 

人材を獲得した事業所数【累計】 

調査時 - 

目標値 30 社（R3 年度） 

実績値 H30 年度：7 社 

R2.2 月末：8 社 

19 企業誘致セミナー開催事業 

八戸市が実施している首都圏や中部圏でのトップセール

スにおいて、圏域の立地環境やインセンティブ等について

総合的に PR を行い、圏域への新規企業立地を図る。 

・第 24 回 八戸セミナー2019 

  日程：7/24（水） 

  会場：東京ドームホテル 

  参加者：400 人 

・第 13 回 八戸セミナー2019 in 名古屋 

  日程：7/25（木）   

  会場：名古屋マリオットアソシアホテル 

  参加者：87 人 

参加者数（東京＋名古屋） 

調査時 450 人（H28 年度） 

目標値 470 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：448 人 

R2.2 月末：487 人 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

20 農業情報提供事業 

圏域内の農業者を対象とした農業講座を開催する等、生

産技術情報の提供を行い、農業者の経営安定を図る。 

農業講座を開講 

  ・第 1 回 6/18（火） 

  ・第 2 回 2/3（月）、2/7（金） 

 生産技術については、JA や生産団体と連携し、ミ

ニトマト・ねぎ・ピーマン及び花き等の栽培講習会を

通じて情報を発信 

農業講座受講者数 

調査時 391 人（H27 年度） 

目標値 450 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：345 人 

R2.2 月末：358 人 

21 新規就農者向け支援施策の情報発信体制の一元化 

圏域における新規就農者向け情報発信媒体を一元化する

ことにより、新規就農希望者の利便性の向上を図る。 

・八戸市 HP にて八戸圏域連携中枢都市圏における新

規就農者向け支援施策について掲載 

・認定新規就農者数【総計】：8８経営体（うち圏域町

村 6８経営体） 

認定新規就農者数【総計】 

調査時 58 経営体（H27 年度） 

目標値 164 経営体（R3 年度） 

実績値 H30 年度：80 経営体 

R2.2 月末：88 経営体 

22 農作業マッチング制度構築事業 

定年退職者等の農作業サポーターと、支援を希望する農

業者のマッチングを促進することにより、農業労働力の確

保を図る。 

・八戸市シルバー人材センターにマッチングに関する

対応を依頼 

 農作業マッチング件数：1８件（うち町村への派遣９件）  

 派遣人数：46 人（うち町村への派遣 16 人） 

農作業マッチング件数 

調査時 6 件（H27 年度） 

目標値 12 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：31 件 

R2.1 月末：18 件 

23 南郷そば振興センター共同利用事業 

南郷そば振興センターの施設を、圏域のそば生産者に供

し、そば生産の振興を図る。 

・八戸市南郷そば振興センターの施設を八戸市及び階

上町区域内のそば生産者に提供 

・施設利用状況：乾燥設備 113 件、158,465.3 ㎏ 

        選別設備 113 件、167,727.3 ㎏ 

        製粉設備  18 件、873 ㎏ 

        

そば作付面積 

調査時 125ha（H27 年） 

目標値 132ha（R3 年） 

実績値 H30 年度：154ha 

（H29 年） 

R2.2 月末：152ha 

（H30 年） 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

24 畜産業及び畜産関連産業振興事業 

八戸地域畜産関連産業振興ビジョンに基づき、八戸地域

畜産フードフェアや親子ちくさん探検バスツアーの開催等

を実施し、圏域の畜産振興を図る。 

・親子ちくさん探検バスツアー 

 日程：7/27（土） 

 参加者：親子 15 組 38 名（うち圏域町村 3 組） 

・「八戸地域畜産振興推進会議」開催 

 日程：11/27（水） 

 委員：15 名 

・八戸地域畜産フードフェスタ 2019 

  日程：10/13（日）、14（月） 

場所：八食センター 

  来場者：約 9,000 人 

乳用牛、肉用牛、豚、採卵鶏、肉用

鶏の飼養頭羽数 

調査時 

H26 年 

乳牛：1,526 頭 

肉牛：15,210 頭 

豚：116,051 頭 

採卵鶏：3,684,451 羽 

肉用鶏：3,670,232 羽 

目標値 

R4 年 

乳牛：1,530 頭 

肉牛：15,300 頭 

豚：136,000 頭 

採卵鶏：4,800,000 羽 

肉用鶏：4,100,000 羽 

実績値 H30 年 2 月 

乳牛：1,205 頭 

肉牛：13,926 頭 

豚：111,859 頭 

採卵鶏：3,404,239 羽 

肉用鶏：4,335,722 羽 

H31 年 2 月 

乳牛：1,199 頭 

肉牛：13,561 頭 

豚：109,789 頭 

採卵鶏：4,086,463 羽 

肉用鶏：4,561,182 羽 

25 漆産業振興事業 

圏域内のウルシ林の情報を収集・管理するとともに、漆

の一大産地である二戸市との情報共有による漆の生産体制

の整備や、ウルシの苗木の購入費用を助成し、漆の安定し

た供給システムの構築や、伝統文化の保存・技術の継承、

圏域内の森林の多目的な利用及び農山村地域の振興を図

る。 

・ウルシ造林事業補助金として苗木購入費用の助成を

実施 

・ウルシ苗木の植栽：1,428 本（うち圏域町村 1,428

本） 

 

ウルシ苗木の植栽本数【累計】 

調査時 - 

目標値 1,800 本（R3 年度） 

実績値 H30 年度：300 本 

R2.2 月末：1,728 本 

26 漁業就業支援事業 

漁業就業や漁業に必要な技能習得・資格取得の方法につ

いて情報収集し、パンフレットの作成やホームページ等に

て情報発信を行い、就業希望者の技能習得・資格取得の促

進や、現場で求められる人材の確保を図る。 

 R1 年度内に漁業就業や漁業に必要な技能・資格取

得にかかる一覧表（リーフレット）を作成し各市町の

HP 上などで情報発信を行う 

・R1 年度第１回担当者会議 12/17 

・R1 年度第２回担当者会議  2/12 

・リーフレット作成 2/29 配布開始（ＨＰ立ち上げ

は 3 月中の見込み） 

漁業就業に係る相談件数 

調査時 - 

目標値 15 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：- 

R2.2 月末：- 
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ｄ 戦略的な観光施策の展開 

 

 

 

 

 

 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

27 八戸広域観光戦略推進事業 

八戸広域観光戦略に基づき、各種事業を実施する。 

・広域観光マーケティング調査事業の継続実施 

 

・ホームページ、SNS、パンフレット等を活用し、国

内外からの誘客を促進するためのプロモーションを実

施 

来訪者満足度（宿泊客） 

※H30 年度までは、八戸広域観光ガ

イド PV 数 

調査時 36.8％（H29 年度） 

目標値 39.8％（R3 年度） 

実績値 H30 年度：5,628PV 

R2.2 月末：- 

28 グリーン・ツーリズム推進事業 

受入農家の維持・確保や育成を図るとともに、首都圏へ

のグリーン・ツーリズム情報の発信を行い、交流人口の増

加を図る。 

・圏域内の市町村の取組や連携を強化 

・修学旅行等の受入校数 

 八戸市：６校 

 三戸町：８校 

五戸町：４校 

田子町：８校 

南部町：８校 

 階上町：５校 

 ※1 つの学校で複数の市町村を修学旅行先として 

いる（圏域で８校受入れ） 

修学旅行等の受入校数 

調査時 5 校（H27 年度） 

目標値 11 校（R3 年度） 

実績値 H30 年度：7 校 

R2.2 月末：8 校 
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２ 高次の都市機能の集積・強化 

 ａ 高度な医療サービスの提供 

ｂ 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

29 ドクターカー運行事業の充実・強化 

ドクターカーの運行に係る高度医療機器の整備や更新を

行うことにより、ドクターカーを活用した圏域の救急医療

の向上を図る。 

ビデオ喉頭鏡及び開胸器をＲ1 年 10 月に導入 心肺停止傷病者の 1 ヶ月後の生存率 

調査時 7.2％（H27 年） 

目標値 7.5％（R3 年） 

実績値 H30 年度：4.1％ 

R2.2 月末：- 

30 （仮称）八戸市総合保健センター整備事業 

（仮称）八戸市総合保健センターを整備し、圏域住民の

利用に供することで、医療・健康対策の充実を図る。 

・建築工事、強電設備工事、弱電設備工事、空気調和

設備工事、給排水設備工事について、引き続き実施 

・R1 年 6 月 26 日外構工事契約締結 

休日夜間急病診療所利用者のうち市

外在住者の割合 

調査時 18.2％（H27 年度） 

目標値 20.0％（R3 年度） 

実績値 H30 年度：18.8％ 

R2.2 月末：- 

31 高度医療従事者育成事業 

三次救急及び母子周産期医療等、高度医療に従事する八

戸市立市民病院の医師・看護師が医療技術の向上や必要な

資格取得のため、各種研修・講習会に参加し、圏域の高度

医療提供体制の維持・向上を図る。 

・JPTEC 講習会（病院前外傷救護講習会） 

 日程：6/15（土） 参加者数：24 人 

    10/5（土） 参加人数：21 人 

・特殊無線技士養成課程 

 日程：6/26（水） 参加者数：4 人 

研修参加者数 

調査時 113 人（H27 年度） 

目標値 117 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：41 人 

R2.2 月末：49 人 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

32 八戸圏域公共交通計画推進事業 

八戸圏域地域公共交通網形成計画に基づき、各種事業を

展開し、圏域住民の日常生活に欠かすことのできない地域

公共交通を確保することにより、圏域住民の生活の質の維

持・向上を図る。 

・路線バス上限運賃政策の継続実施 

・八戸圏域再編実施計画 2 次再編に係る八戸圏域地域

公共交通関連会議の開催状況 

 H31.4.24 第 1回 八戸圏域地域公共交通活性化協議会 

 R1.６.７  第 2 回 八戸圏域地域公共交通活性化協議会

（書面協議） 

 R1.12.25 第 3 回 八戸圏域地域公共交通活性化協議会 

 今後、1 回の協議会を開催予定 

 

広域バス路線数 

調査時 16 路線（H27 年度） 

目標値 16 路線（R3 年度） 

実績値 H30 年度：16 路線 

R2.2 月末：16 路線 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

33 美術館運営事業 

文化施設が集積している八戸市の中心街に新美術館を整

備し、圏域町村と連携しながら、各種事業を展開すること

により、圏域における新しい文化や価値の創造を図る。 

・平成 31 年 4 月より建築本棟工事、電気設備工事、

機械設備工事を実施。R3 年夏頃の新美術館の開館を

目指して整備を進める 

・新美術館における事業展開、運営体制等について具

体的な方針を示す管理運営基本計画を策定。また、開

館から概ね３年程度を見据えた中期運営計画を策定中 

年間来館者数 

調査時 - 

目標値 80,000 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：- 

R2.2 月末：- 

34 八戸ポータルミュージアム事業 

八戸ポータルミュージアム「はっち」を核として各種事

業を展開し、圏域の文化芸術振興やものづくりを通した圏

域の活性化、賑わい創出を図る。 

・アート関係のイベントや、圏域住民が主催する文化

活動などにより、文化芸術の振興や、圏域内の回遊性

を図る事業を実施 

・ものづくりをはじめとした創造的人材を呼び込み、

活動支援を行うとともに、ものづくりを通した圏域の

活性化や賑わいを創出 

・入館者数：768,287 人 

圏域住民等主催の文化芸術活動率 

調査時 20％（H27 年度） 

目標値 25％（R3 年度） 

実績値 H30 年度：32％ 

R2.2 月末：32% 

35 ブックセンター事業 

八戸ブックセンターにおいて、圏域内の書店や関係機関

と連携し、企画事業等を実施する。 

・セレクトブックストア販売冊数：8,451 冊 

・読書会ルーム貸出件数：67 件 

・カンヅメブース貸出件数：191 件 

・三戸町と連携して同町出身の漫画家・馬場のぼる氏

の特集棚を設置し、併せて三戸町で開催される 11 ぴ

きのねこ関連イベントを周知 

・三戸町出身の作家・髙森美由紀氏の新刊刊行に合わ

せて特集棚を設置し、トークイベントを実施 

・八戸ブックセンターの企画事業について、毎月チラ

シ及びメールにて圏域内関係機関へ周知 

年間来館者数 

調査時 - 

目標値 90,000 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：125,983 人 

R2.2 月末：103,290 人 

36 屋内スケート場運営事業 

八戸市が屋内スケート場を整備し、圏域住民の利用に供

することで、スケートを軸としたスポーツ振興、各種イベ

ントの開催による圏域の活性化を図る。 

・R1 年 6 月、建築工事、強電設備工事、弱電設備工

事、空気調和設備工事、給排水衛生･製氷設備工事、工

事監理等業務委託について完了。建物竣工。 

・8/24（土）竣工記念式典及び竣工記念音楽フェス 

・9 月、外構工事及び、NTC（ﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ）に

対応するトレーニング機器等備品整備について完了 

・9/29（日）供用開始。オープニングイベントを実施 

・10/25～27 第 26 回全日本ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ距離別選手権大会  

・1/29～2/2 第 75回国民体育大会冬季大会（八戸国体）  

 

利用者数（調査時点は長根リンク） 

調査時 74,533 人（H27 年度） 

目標値 145,000 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：- 

R2.2 月末：133,018 人 
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ｃ 高等教育機関等と連携した地域の人材育成 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

37 多賀多目的運動場運営事業 

サッカーＪ３のスタジアム要件を満たす球技場をはじ

め、多目的に利用可能な運動施設を圏域住民の利用に供す

ることで、圏域内外の交流人口の拡大による圏域経済の活

性化等を図る。 

・八戸スポーツ振興協議会を通じ、8/4（日）に来場

者プレゼントを提供 

 8/4（日）観客数：2,050 人 

・ヴァンラーレ八戸 ホームゲーム試合数：16 試合 

多賀多目的運動場を本拠地とするス

ポーツチームの観客数 

調査時 - 

目標値 31,000 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：32,374人 

R2.2 月末：27,757 人 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

38 e コマース人材育成事業 

八戸学院地域連携研究センターを活用し、圏域の事業者

を対象とした、EC サイトの運営にあたり必要となるスキ

ルや知識を得るための講座を開設し、地場産品等の販路拡

大や起業の促進を図る。 

e コマース人材育成講座開催特別セミナー 

日時：令和元年 10 月 21 日（月）18:30～ 

場所：八戸ポータルミュージアムはっち 

   ２F シアター２ 

対象：八戸圏域連携中枢都市圏構成市町村内の事

業者、創業希望者、一般市民、学生（高校

生以下を除く）等 

講習会参加者数 

調査時 - 

目標値 20 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：12 人 

R2.2 月末：19 人 

参加者数：13 名、受講料：無料 

テーマ：「ＩＴ人材育成で地域の課題を解決」 

＜第１部＞ 人の心を鷲掴みするキャッチコピーを作るには？ 

＜第２部＞ ＡＩ／ＩｏＴ／5Ｇの普及した社会とそれに向けての準備 

＜第３部＞ ネットショップ入門講座案内 

e コマース人材育成講座（ネットショップ入門講座） 

日時：令和元年 11 月 9 日（土）、16 日（土）、23 日（土）、12 月 7 日（土）全４回 

各日 10:00～16:00（昼休憩１時間を含む） 合計 20 時間 

場所：ＹＳアリーナ八戸 会議室 ※第１回のみ 八戸ニューポート 

対象：八戸圏域連携中枢都市圏構成市町村内の事業者、創業希望者、一般市民、学生（高

校生以下を除く）等 

参加者数：６名（うち連携町村１名）、受講料：3,000 円（税込） 

内容：第 1 回 e コマース入門 Yahoo ! ショッピングページ 

   第２回 マーケティング講座 

   第３回 ストアコンセプト、事例紹介 

   第４回 商品画像撮影・取込・テクニック、ストア開設体験 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

39 学生まちづくり助成金制度 

学生や大学等が圏域内で取り組む地域振興や地域貢献、

地域課題の解決を目的とした事業又は活動の企画に対して

助成金を交付する。 

・学生まちづくり助成金：5 件（うち圏域町村での取

組 4 件） 

・まちづくりインターン助成金：４件 

・「学生＆高校生まちづくりコンペティション」 

（助成金活用事業の成果発表） 

 日程：2/15（土） 

 参加者：約 100 人（うち高校生 22人、学生 13 人） 

助成金交付件数【総計】 

※学生まちづくり助成金交付件数のみ 

調査時 28 件（H28 年度） 

目標値 53 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：42 件 

R2.2 月末：47 件 

40 学官連携地域シンクタンク 

八戸工業大学、八戸学院大学、八戸工業高等専門学校の

3 校と八戸市が連携し、地域の政策課題等について、調査

研究するための地域シンクタンクを設置し、圏域の職員に

参加の機会を提供することにより、職員の資質と能力の向

上を図る。 

 今年度は、「若者の地域定着と U・I・J ターン可能

なまちづくりに関する研究 －スポーツと多文化の視

点から－」をテーマに検討 

・第 1 回 6/5（水）、第 2 回 7/12（火）、第 3 回 

8/9（金）、第 4 回 9/10（火）、第 5 回 10/1（火）、

第 6 回 11/5（火）、第 7 回 12/3（火）、第 8 回

1/10（金）、第 9 回 1/29（水）、第 10 回 2/5

（水） 

 

・第 19 回八戸市都市研究検討会（中間報告） 

10/8（火） 

・第 20 回八戸市都市研究検討会（最終報告） 

2/12（水） 

 

・参加市町村職員：3 人（うち圏域町村 1 人） 

参加市町村職員 

調査時 2 人（H28 年度） 

目標値 2 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：4 人 

R2.2 月末：3 人 
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３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

Ａ 生活関連機能の強化 

 医療体制の充実 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

41 医師派遣事業 

八戸市立市民病院から三戸中央病院、五戸総合病院、田

子診療所、南部町医療センター、おいらせ病院に、医師の

派遣を行う。 

 派遣医師数（4～1 月） 270 人 

 ・三戸中央病院 

毎週水曜日・金曜日（第 2 金曜日は 2人）、 

月 2 回程度（土曜日または日曜日） 

・五戸総合病院 

毎週木曜日、第 4 火曜日、隔週火曜日 

 ・南部町医療センター 

毎週金曜日・日曜日 

 ・おいらせ病院 

第 2 土曜日とその翌日の日曜日、第 4 金曜日 

派遣医師数 

調査時 194 人（H27 年度） 

目標値 196 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：327 人 

R2.1 月末：270 人 

42 ドクターカー運行事業 

圏域の中核病院である八戸市立市民病院のドクターカー

を圏域内にて運行し、救命救急医療の充実を図る。 

・出動件数：1,434 件（うち圏域町村 256 件） 出動件数 

調査時 1,439 件（H27 年度） 

目標値 1,500 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：1,558 件 

R2.1 月末：1,434 件 

43 救急・母子周産期医療に関する医療人材育成事業 

八戸市立市民病院にて開催される救急医療、母子周産期

医療に関する講習会等について、圏域町村の救急告示病院

や産科標榜病院の医師・看護師に対し、参加の機会を提供

する。 

三戸中央病院、五戸総合病院、南部病院、南部町医

療センター、おいらせ病院の医師、看護師を対象に、

講習会の開催について、ホームページにより周知 

参加者数 

調査時 - 

目標値 20 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：- 

R2.2 月末：- 

44 周産期医療体制周知事業 

周産期における医療体制等の各種情報をホームページ等

により提供する。 

4 月に当該ホームページ「赤ちゃんがやってくる」

を更新 

ホームページ PV 数 

調査時 5,209PV（H27 年度） 

目標値 5,300PV（R3 年度） 

実績値 H30 年度：5,804PV 

R2.2 月末：6,390PV 
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 子育て支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

45 不妊専門相談センター事業 

不妊や不育症に悩む圏域の夫婦等に対して、不妊専門相

談センターにおいて専門医が相談に応じる。 

不妊専門相談（月 1 回実施、1 回につき 2 件まで） 

・相談件数：1 件 

相談件数 

調査時 1 件（H28 年度） 

目標値 24 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：7 件 

R2.2 月末：1 件 

46 AED 普及促進事業 

圏域住民を対象に AED 講習会を開催する。 

8 市町村それぞれで AED を配備し、イベントの際には、

必要に応じて相互貸し出しを行う等、圏域の救命率向上を

図る。 

・夏休み一次救命・ＡＥＤ講習会 

日程：7/25（木） 

参加者数：43 人（うち圏域町村 2 人） 

・冬休み一次救命・ＡＥＤ講習会 

日程：12/26（木） 

参加者数：35 人（うち圏域町村 3 人） 

AED 講習会の参加者数 

調査時 - 

目標値 55 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：61 人 

R2.2 月末：78 人 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

47 一時預かり保育事業 

認定こども園・保育所・幼稚園において、家庭での保育

が困難となった児童を一時的に預かる事業について、対象

を圏域住民に拡充することにより、圏域の保護者の負担を

軽減し、子どもを安心して生み育てる環境の形成を図る。 

・保育所等において、保育の実施の対象とならない就

学前児童であって、保護者の傷病、入院、災害、事故、

育児等に伴う心理的、肉体的負担の解消等により緊急、

一時的に保育が必要となる児童に対し保育を実施 

 実施箇所数：36 箇所（※） 

・幼稚園等で通常就園時間を延長して在園児を預かる

保育を実施 

 実施箇所数：51 箇所（※） 

※両方実施している施設 26 箇所を含む 

 

実施箇所数 

調査時 31 箇所（H28 年度） 

目標値 34 箇所（R3 年度） 

実績値 H30 年度：42 箇所 

R2.2 月末：61 箇所 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

48 ファミリーサポートセンター事業 

育児援助を受けたい人（依頼会員）と行いたい人（提供

会員）のマッチング機能を担うファミリーサポートセンタ

ー事業を実施する。 

・各種講習会等（提供会員養成講習会、ステップアッ

プ研修会、会員交流会）及び広報活動を実施 

・登録会員数：703 人（うち圏域町村 70 人） 

登録会員数 

調査時 714 人（H27 年度） 

目標値 850 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：676 人 

R2.2 月末：703 人 

49 子育てつどいの広場事業 

八戸ポータルミュージアム内に設置した子育て集いの広

場「こどもはっち」を運営し、子育て世代の交流の場とし

て圏域住民の利用に供する。 

こどもはっちにおいて、通年で以下の事業を実施 

（１）子育て親子の交流の場の提供と交流の促進 

（２）子育て等に関する相談、援助の実施 

（３）地域子育て関連情報の提供 

（４）子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

（５）豊かな遊びの空間の提供と遊びやものづくりに 

関する体験講座等の実施 

（６）地域の子育て力を高める取組の実施 

利用者数 

調査時 52,408 人（H27 年度） 

目標値 52,500 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：62,092人 

R2.2 月末：55,333 人 

50 子育てサロン事業 

小学校入学前の子どもと親の交流を目的に八戸市内の地

区公民館等を拠点として、絵本の読み聞かせや季節の行事

等の子育てサロン事業を実施する。 

季節の行事、親子での運動や工作などの場を提供し、

地域の子育て親子間の交流を促進 

・開催数：193 回 

※R1 年度は全 207 回開催予定 

実施地区数 

調査時 21 地区（H28 年度） 

目標値 21 地区（R3 年度） 

実績値 H30 年度：20 地区 

R2.2 月末：19 地区 

51 地域子育て支援拠点事業 

八戸市内の認定こども園・保育所等において、圏域住民

を対象とする子育て関連情報の提供や、講習会開催等によ

り、圏域の親子の交流促進を図る。 

 保育所等において、子育て親子の交流、子育てに関

する相談・援助、子育て関連情報の提供、子育てに関

する講習等を実施 

・各事業実施施設において月１回チラシを発行し、子

育て関連情報を提供 

・子育て及び子育て支援に関する講習等を、全 369

回実施予定 

 

実施箇所数 

調査時 15 箇所（H28 年度） 

目標値 15 箇所（R3 年度） 

実績値 H30 年度：14 箇所 

R2.2 月末：14 箇所 
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高齢者福祉の充実 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

52 高齢者福祉合同研修会等の開催 

認知症や虐待などの各種困難事例に対応するため、専門

の医師や研究者を招くなど、合同研修会を開催し、圏域全

体で支援の質の向上を図る。 

・認知症ケアについて、年 1 回の研修会を高齢福祉関

係事業所職員を対象に、12/18（水）に開催 

・出席者数：147 人（うち圏域町村：72 人） 

研修会等出席者数 

調査時 129 人（H28 年度） 

目標値 200 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：196 人 

R2.2 月末：147 人 

53 あんしんカード事業 

圏域において、認知症等により、徘徊して自宅に戻れな

くなる可能性のある方の情報を登録するとともに、あんし

んカード等を配付し、登録者が保護された場合には、ご家

族等に連絡する仕組みの事業。 

・圏域担当職員を対象にあんしんカード事業実態調査

（登録申請者数の推移等の現状の確認）を、四半期毎

に実施 

・広報紙やホームページなどの広報媒体を活用し、圏

域内住民へ事業内容について周知 

・登録者総数：450 人（うち圏域町村 133 人） 

登録者総数 

調査時 348 人（H28 年度） 

目標値 725 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：418 人 

R2.2 月末：450 人 

54 救急医療情報キット配付事業 

災害時要援護者などの急病、事故、災害などの救急時に

駆けつけた救急隊員等が迅速に対応できるよう、関係市町

村の災害時要援護者等に対し、かかりつけ医療機関、持病

等の情報を保管する救急医療情報キットを配付する。 

・連携市町村に随時配付状況を確認し、対象者へのキ

ットを配付 

・配付部数：212 部（うち圏域町村 161 部） 

新規配付対象者への普及率 

調査時 - 

目標値 90％（R3 年度） 

実績値 H30 年度：87.2％ 

R2.2 月末：96.３％ 

55 成年後見制度利用促進事業 

市民後見人の養成・推進、研修・啓発を行い、成年後見

制度の利用促進を図る。 

・八戸圏域市民後見人養成研修 

・7/24（水）、7/25（木）に事前説明会を開催 

・9 月、10 月に本研修を開催 

 修了者数：17 人（うち圏域町村 7 人） 

※2/29（土）に予定していた圏域住民向け公開講座

（八戸圏域成年後見セミナー）は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため開催中止 

研修会参加者数 

調査時 - 

目標値 100 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：157 人 

R2.2 月末：17 人 

56 医療・介護連携マップ管理運営事業 

医療機関・介護事業所の所在地・連絡先・サービス内容

等の情報をマップ化したものをホームページ上に掲載し、

医療・介護の専門職が、より円滑に連携することを支援す

ることで、地域の高齢者等に対する効率的かつ効果的なサ

ービス提供を図る。 

・8 月に、7 町村に掲載を追加する医療機関・介護事

業所を確認。10 月に追加事業所の情報を連携マップ

へ掲載 

・掲載事業所数：1,103 件（うち圏域町村 295 件） 

医療・介護連携マップ PV 数（月間） 

調査時 8,680PV（H30 年 3 月） 

目標値 13,000PV（R4 年 3 月） 

実績値 H30 年度：- 

R2.2 月末：- 
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障がい者福祉の充実 

中小企業従事者の福祉向上 

消費者支援の充実 

 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

57 障がい者福祉合同研修会等の開催 

発達障がいや虐待などの事例に対応するため、専門の医

師や研究者を招くなどして、圏域における関係者向けの合

同研修会等を開催する。 

・行政職員対象研修会 

日程：11/13（水） 

 参加者数：25 人（うち圏域町村 14 人） 

・事業関係者及び住民対象講演会 

日程：1/18（土） 

 参加者数：108 人 

参加者数 

調査時 159 人（H27 年度） 

目標値 180 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：336 人 

R2.2 月末：133 人 

58 障害支援区分判定審査事務の共同実施 

市町村が行う障害支援区分判定事務について、圏域内の

事務を八戸市の審査会において実施し、事務の効率化を図

る。 

・審査会：34 回実施（年 42 回開催予定）  

・審査件数：636 件（うち圏域町村 184 件） 

審査件数 

調査時 686 件（H27 年度） 

目標値 720 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：776 件 

R2.2 月末：636 件 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

59 勤労者福祉サービスセンター事業 

圏域の中小企業の従業員向けの福利厚生事業の実施や、

勤労者福祉サービスセンターへの加入を促進し、圏域中小

企業の負担を軽減するとともに、福利厚生を充実し、早期

離職者の減少を図る。 

・10～11 月の加入促進月間にあわせて、9 月に圏域

町村役場へポスター、チラシを送付 

・加入事業所数及び会員数： 336 社 1,642 人 

 （うち圏域町村 10 社 29 人） 

会員数 

調査時 1,434 人（H28 年） 

目標値 1,454 人（R4 年） 

実績値 H30 年度：1,600 人 

R2.2 月末：1,642 人 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

60 消費生活に係る意識啓発・相談体制の充実・強化 

消費生活に係る相談事業を行うとともに、関連講座を開

催し、圏域全体の消費者被害の未然防止や早期解決を図る。 

 消費生活に係る相談事業を実施するほか、消費者講

座（市内開催 年 8 回、町村開催 年 1 回）及び若年者

向け出前消費者講座（随時）を開催 

・消費者講座：9 回（うち圏域町村での開催 1 回） 

延べ 243 人（うち圏域町村 68 人） 

・若年者向け出前消費者講座：5 校  計 459 人 

消費者講座への参加者数 

調査時 1,319 人（H27 年度） 

目標値 1,700 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：961 人 

R2.2 月末：702 人 
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社会教育の充実 

学校教育の充実 

 

 

 

 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

61 生涯学習情報提供事業 

関係市町村で実施している各種講座などについて、圏域

内の情報を収集・共有する体制を整備するとともに、広報

紙やホームページなどの広報媒体を活用して地域住民に周

知することにより、圏域住民の学習機会の選択肢を増やす。 

・八戸市民大学講座を 5～10 月に 18 講義開催 

・広報紙やホームページなどの広報媒体を活用し、圏

域内住民へ講座情報を周知 

市民大学講座受講者数と修了者数 

調査時 6,526 人/132 人 

（H27 年度） 

目標値 6,600 人/140 人 

（R3 年度） 

実績値 H30 年度：6,699 人 

/ 106 人 

R2.2 月末：7,983 人 

/ 123 人 

62 図書館相互利用事業 

圏域内の住民が、圏域内の図書館・図書室において貸し

出しを受けることを可能とすることにより、利用者の利便

性向上と、本に触れ合う機会の創出、増加を図る。 

・H29 年 11 月に図書館等相互利用に関する協定書を

8 市町村で締結し、相互利用を実施中 

（参考） 

八戸市立図書館の新規登録者数：2,520 人（うち圏

域町村 153 人） 

人口 100 人当たりの貸出冊数 

調査時 277 冊（H27 年度） 

目標値 297 冊（R3 年度） 

実績値 H30 年度：293 冊 

R2.2 月末：- 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

63 広域的体験学習支援事業 

圏域市町村の小学校による、文化・スポーツ等の公共施

設を活用した児童対象の体験学習の実施を支援する。 

 圏域内の公共施設等を使用した体験学習を行う圏域

内の小学校に対して、バスの借り上げ料と施設入館料

を負担 

 利用状況：62 校（うち圏域町村 21 校） 

 ※圏域内校数：全 74 校 

圏域内小学校の利用割合 

調査時 80％（H27 年度） 

目標値 90％（R3 年度） 

実績値 H30 年度：85％ 

R2.2 月末：84％ 
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高等学校による地域活動の促進 

スポーツ活動の機会の充実 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

64 高校生地域づくり実践プロジェクト 

高等学校の生徒が圏域内で取り組む地域振興や地域貢

献、地域課題の解決等を目的とした事業又は活動の企画に

対して助成金を交付するとともに、地域と高等学校・生徒

の交流促進を図る。 

・八戸圏域高等学校地域活動促進事業助成金 4 件（う

ち圏域町村 1 件） 

・高校生×地域連携交流会 

 日程：11/4（月） 

 参加者：56 人（うち圏域町村 15 人） 

・「学生＆高校生まちづくりコンペティション」 

（助成金活用事業の成果発表） 

 日程：2/15（土） 

 参加者：約 100 人（うち高校生 22人、学生 13 人） 

地域活動支援件数【累計】 

調査時 - 

目標値 20 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：10 件 

R2.2 月末：14 件 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

65 氷都八戸パワーアッププロジェクト 

圏域において、スケート教室への指導者派遣やスピード

スケート教室の開催等により、スケート振興を図る。 

・11、12 月中の土日、計 9 回スケート教室を実施（う

ち2回はスケート競技オリンピックメダリスト岡崎朋

美氏を招聘） 

・八戸圏域競技用スピードスケート靴購入支援事業 

 交付申請件数：10 件（うち圏域町村 1 件） 

スピードスケート教室の実施回数 

調査時 9 回（H27 年度） 

目標値 9 回以上（R3 年度） 

実績値 H30 年度：9 回 

R2.2 月末：９回 

66 体育施設情報共有化事業 

圏域内の体育施設情報をまとめたホームページを作成

し、体育施設の相互利用促進を図る。 

 圏域内の体育施設情報をまとめたホームページを活

用し、体育施設の相互利用を促進 

ホームページ PV 数 

調査時 - 

目標値 20,000PV（R3 年度） 

実績値 H30 年度：4,386PV 

R2.2 月末：2,316PV 

67 スポーツ大使派遣事業 

八戸圏域の教育機関の要請に応じ、八戸市スポーツ大使

（団体に限る）を派遣し、大使の豊かな経験や実績をもと

に講演会やスポーツ教室を開催することで、児童・生徒等

の郷土への愛着及び誇りの醸成を図る。 

・八戸市スポーツ大使派遣件数：5 件 

 （派遣先内訳） 

  小学校：2 校、中学校：1 校、高校：1 校、 

  特別支援学校：1 校 

 （派遣団体内訳） 

ヴァンラーレ八戸ＦＣ：2 件 

東北フリーブレイズ：1 件 

青森ワッツ：2 件 

大使派遣件数 

調査時 2 件（H29 年度） 

目標値 13 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：- 

R2.2 月末：5 件 
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不法投棄の防止 

安全・安心なまちづくりの推進 

 

 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

68 不法投棄防止事業 

関係市町村が共同で、不法投棄防止のための各種対策を

講じ、不法投棄の抑止・減少を図る。 

 5/30（木）～6/5（水）の「全国ごみ不法投棄監

視ウィーク」に合わせ、不法投棄防止パトロールを実

施 

合同パトロールの実施回数 

調査時 年 1 回（H27 年度） 

目標値 年 1 回以上（R3 年度） 

実績値 H30 年度：1 回 

R2.2 月末：1 回 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

69 安全・安心情報発信事業 

圏域住民のニーズに合わせ、安全・安心に係る各種情報

や災害情報等をメール「愛称：ほっとスルメール」にて発

信するもので、災害や犯罪等に対し、初期段階で対応する

ことができるようにする。 

必要に応じ、住民に安全・安心情報を配信 

登録件数：52,485 件（うち圏域町村 12,566 件） 

登録件数割合 

調査時 16.69％（H27 年度） 

目標値 26％（R3 年度） 

実績値 H30 年度：20.47％ 

R2.2 月末：22.33％ 

70 福祉避難所の設置及び圏域での相互利用 

災害時において、特別な配慮が必要な方を受け入れ対象

としている福祉避難所について、民間施設などを当該避難

所に指定し、圏域での相互利用を促進する。 

・圏域の各市町村が、それぞれの域内の事業者と、相

互利用を可能とする「福祉避難所の確保に関する協定」

を締結し、災害発生時に圏域での相互利用を実施 

・上記協定締結を随時実施 

101 事業者 169 施設（うち圏域町村 96 施設） 

福祉避難所数 

調査時 166 箇所（H27 年度） 

目標値 176 箇所（R3 年度） 

実績値 H30 年度：170 施設 

R2.2 月末：169 施設 

71 危険空き家対策のための合同研修会等の開催 

各市町村における危険空き家等対策の現状・課題の整理

や意見交換、専門家や先進自治体職員を招いての研修会開

催により、危険空き家等に関する課題解決を図る。 

・第 1 回「危険空き家対策のための合同研修会」  

 日程：7/26（金） 

 各市町村における危険空き家対応事例について 

空家等対策計画における特定空家等に対する措置等

について 

・第２回「危険空き家対策のための合同研修会」  

 日程：11/５（火） 

 先進自治体の空き家対策について 

 （講師：弘前市建築指導課空き家対策係員２名） 

研修会の開催回数 

調査時 - 

目標値 2 回（R3 年度） 

実績値 H30 年度：2 回 

R2.2 月末：２回 
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Ｂ 結びつきやネットワークの強化 

 地域内外の住民との交流・移住促進 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

72 国土強靭化地域計画推進事業 

国土強靭化地域計画を平成 30 年度に関係市町村合同で

策定し、同計画に基づいた施策を圏域全体として推進する

ことにより、強靭な地域の形成を図る。 

・市町村担当課長会議 10/30（水） 

計画に記載した「今後検討していく連携項目」の具

体化に向けた協議 

国土強靭化予算の「重点化」「要件化」への対応に

ついて協議 

合同会議の開催数【累計】 

調査時 - 

目標値 7 回（R3 年度） 

実績値 H30 年度：4 回 

R2.2 月末：5 回 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

73 移住・交流推進事業 

移住・交流パンフレットの作成や移住・ポータルサイト

の開設、首都圏での相談会・イベント等出展のほか、圏域

内への移住コーディネーターや定住支援員の配置により、

移住・交流の促進を図る。 

・あおもり暮らしまるごと相談会 7/6（土） 

・東北 U・Ｉターン大相談会 7/28（日） 

・ふるさと PR 8/10（土） 

・青森県合同移住フェア 8/25（日） 

・ふるさと回帰フェア 9/8（日） 

・あおもり暮らしセミナー 9/28（土） 

移住相談件数 

調査時 99 件（H27 年度） 

目標値 297 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：786 件 

R2.2 月末：472 件 

・デーリー東北リクルートラウンジ 2019 10/27（日） 

・移住＆地域との関わり創出フェア 11/17（日） 

・青森暮らしセミナー 1/13（月） 

・八戸都市圏移住セミナー 2/2（日） 

※3/22（日）に予定していた八戸圏域 移住＆協力隊相談デスクは、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため開催中止 

 

移住相談件数：472 件（うち圏域町村 127 件） 

74 縁結び支援事業 

圏域の地域特性に合わせた支援事業の実施や、圏域内の

結婚支援に関する情報の共有を行うほか、文化体験型の婚

活イベント開催により、結婚に向けた機会の増加や、定住

意識の高揚等を図る。 

八戸圏域連携中枢都市圏縁結び支援事業協議会を主

体として、各種イベントを実施。 

・ナニャドヤラ廻道婚活バスツアー「ナニャ婚」  

 日程：10/26（土） 

 参加者数：14 人（男女各 7 名） 

訪問先：階上町、八戸市 

・八戸圏域冬婚パーティー「恋する Sweets Buffet2020」  

 日程： 2/8（土） 

参加者数：59 人（男性 29 人、女性 30 人） 

参加者数 

調査時 - 

目標値 120 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：98 人 

R2.2 月末：73 人 
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事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

75 八戸圏域活性化支援事業 

八戸圏域における営利を目的としない団体が行う圏域の

活性化に資する事業に対して、経費の一部を助成すること

により、圏域内外の住民との交流促進や、圏域の活性化を

担う人材の育成を図る。 

・交付決定件数：3 件（うち圏域町村 3 件） 

・助成金交付件数：3 件（うち圏域町村 3 件） 

助成金交付件数【累計】 

調査時 - 

目標値 32 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：6 件 

R2.2 月末：9 件 

76 住民活動保険事業 

行政が契約者となってあらかじめ保険料を負担し、住民

活動中の様々な傷害事故や賠償責任を総合的に補償する住

民活動保険を導入し、圏域住民が安心して活動することが

できる環境の構築を図る。 

・各種総会、会合、イベント等において制度説明を実

施。 

・対象事故件数：８件（うち圏域町村 2 件） 

 

対象事故件数【累計】 

調査時 - 

目標値 30 件（R3 年度） 

実績値 H30 年度：13 件 

R2.2 月末：21 件 

77 公共交通による交流促進事業 

バスに乗車すると施設入場券等がお得になるバスパッ

ク・クーポン券を、交通事業者、沿線施設等と連携して企

画・商品化し、路線バスを活用した余暇の過ごし方（＝お

出かけ）の提案を通じ、通勤・通学等の日常利用以外のバ

ス利用の促進を図る。 

・圏域路線を対象とした日帰り路線バスパックの継続

実施 

・階上町バスパック「はしかみ蕎麦と岳満喫バスパッ

ク」を 10 月にリニューアル 

・バスパックをチケット方式からクーポン方式へリニ

ューアル 

・バスパック利用者数（4 月～12 月末時点） 

  櫛引八幡宮国宝館バスパック        69 人 

  十和田市現代美術館バスパック      362 人 

  八戸酒造 酒蔵見学バスパック        74 人 

  是川縄文館バスパック          306 人 

  博物館･史跡根城の広場バスパック   395 人 

   ごのへ★馬肉料理★バスパック       75 人 

  １１ぴきのねこさがしバスパック      64 人 

  南部町バーデパークパスパック      25 人 

  おいらせ町美味しい酒とそばバスパック  30 人 

・八戸圏域バスマップの作成（5,000 部） 

・みんなで八戸１day パス（市内版・圏域版作成） 

・小学生及び高齢者モビリティマネジメント実施 

（計 11 回） 

バスパック利用者数 

調査時 1,400 人（H27 年度） 

目標値 1,540 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：- 

R2.2 月末：1,400 人 
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Ｃ 圏域マネジメント能力の強化 

 圏域内市町村職員の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

78 職員合同研修の開催 

八戸市が実施している職員研修プログラムの連携町村職

員の参加機会の提供や、合同研修会を開催し、職員の資質

と能力の向上や関係市町村職員の交流を図る。 

 八戸市が実施している各種職員研修プログラムにつ

いて、連携町村職員に参加の機会を提供 

・主査級職員研修【5 日】 

開催日：7/4（木）～7/10（水）  

    受講者数：37 人（うち圏域町村 6 人） 

・新採用後期研修【1 日】  

  開催日：10/1（火）  

  受講者数：85 人（うち圏域町村 27 人）      

・主事級職員一部研修【1 日】  

  開催日：11/7（木） 

受講者数：74 人（うち圏域町村 29 人）  

・主事級職員二部研修【2 日】  

  開催日：1/23（木）～24（金） 

受講者数：56 人（うち圏域町村 18 人） 

・行財政研修会【１日】  

 開催日：2/19（水） 

受講者数：103 人（うち圏域町村 9 人） 

圏域内市町村職員の資質と能力の向

上及び各市町村職員間の交流の満足

度 

調査時 - 

目標値 80％（R3 年度） 

実績値 H30 年度：87.1％ 

R2.2 月末：83.0％ 
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女性の活躍促進 

ＮＰＯ等の活動促進 

 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

79 女性チャレンジ講座開催事業 

圏域内の女性を対象としたビジネススキル養成講座や行

政講座等を開催し、参加者同士のネットワークの構築や参

加者の自己啓発・自己研鑽を図る。 

・講座実施状況（2年間の登録制） 

 計 7回実施、受講者 51 人（うち圏域町村 12人） 

 ※R1 年度新規受講者は 30 人 

  

第 1 回 7/18（木） 開講式・アサーティブコミュ 

ニケーション研修 

 第 2回 8/22（木） 問題（課題）解決力向上研修 

女性チャレンジ講座受講生数【H23

年度からの累計】 

調査時 125 人（H27 年度） 

目標値 230 人（R3 年度） 

実績値 H30 年度：200 人 

R2.2 月末：230 人 

第 3 回 9/19（木） 行政講座 （YS アリーナ・VISIT はちのへ視察） 

第 4 回 10/17（木） やる気スイッチの上手な使い方 

  第 5回 11/21（木） プレゼンテーション研修 

 第 6回 12/19（木） 褒め方・叱り方研修 

 第 7回 2/6（木）  企画提案発表会・修了式 

 

・公開講座実施状況 

 10/18（金）       やる気スイッチの上手な使い方 

 （一般の方を対象とした１回のみの体験講座、受講者 54 人（うち圏域町村 9人）） 

事業／事業概要 令和元年度事業実施（予定）状況 成果指標／目標値／実績値 

80 市民活動サポートセンターの運営 

圏域内のＮＰＯ等が市民活動関連情報を共有できる仕組

みを整備するとともに、八戸市市民活動サポートセンター

「わいぐ」が実施する各種事業により、圏域のＮＰＯや住

民の活動を支援する。 

・市民活動促進講座 

 第 1 回    7/31（水） 

 第 2 回    11/28（木） 

・出前わいぐの企画、実施等 

 八戸市    6/29（土） 

 おいらせ町   8/25（日） 

 八戸市    9/29（日） 

 田子町   10/26（土） 

 階上町    11/2（土） 

 三戸町    11/8（金） 

・登録団体数：193 団体（うち圏域町村 16 団体） 

市民活動サポートセンター登録団体

数 

調査時 207 団体（H27 年度） 

目標値 240 団体（R3 年度） 

実績値 H30 年度：200 団体 

R2.2 月末：193 団体 
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八戸圏域連携中枢都市圏の令和 2年度からの追加・変更予定事業について 
 

 
１ 追加事業について 

事業名等 事業の概要 事業費見込額 関係市町村 

八戸都市圏 

交流プラザ事業 

八戸都市圏交流プラザ「8base」を首都圏に設置

し、八戸圏域の食材をふんだんに活用したメニュ

ーの提供や、圏域ならではの物産販売を展開する

とともに、人と人が触れ合うイベントなどの交流

機能を継続的に展開することで、八戸圏域の強み

である「食」の魅力を核としつつ、「人や文化、ラ

イフスタイル」など、多様な魅力を継続的かつ直

接的に発信する。 

（令和 2 年 6 月末開業予定） 

96,170 千円 全市町村 

※ 八戸圏域連携中枢都市圏ビジョンには、「圏域全体の経済成長のけん引」及び「圏域全体の生活関

連機能サービスの向上」の２つの役割に係る事業として掲載 

 

 
２ 事業の変更について 

事業名等 変更の概要 事業費見込額 関係市町村 

① イノベーティブ 

産業集積促進 

事業 

ものづくり分野の市場の成長性や、国・県の動向

を踏まえ、自動車、航空宇宙、医療福祉の設計・

製造関連分野において、地元企業の新規参入や関

連企業の立地促進に向け、補助金を交付するとと

もに、勉強会やマッチング事業を開催する。 

 対象事業：拠点開発、認証取得、展示会出展、

試作開発 

8,491千円 全市町村 

② 地域企業支援 

体制強化事業 

これまで、それぞれの事業で実施してきた、コー

ディネート事業、産学官金連携会議及び施策説明

会開催事業、販路開拓活動支援事業について、各

事業を関連付けて実施し包括的に取り組んでいく

ため、３事業を１事業に統合する。 

5,082千円 全市町村 

 

（変更前事業名） 

・課題発掘・課題解決 

コーディネート事業  

・新商品・新サービ 

ス開発支援事業 

・販路開拓活動支

援事業 

（変更前事業名） 

成長産業立地等 

支援事業補助金 

広域連携推進特別委員会 

資 料 ２ 
令 和 2 年 3 月 19 日 
総合政策部 政策推進課 
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事業名等 変更の概要 事業費見込額 関係市町村 

③ 知的財産権 

対策支援事業 

圏域内企業における物品の形状・模様・色彩等の

デザインを保護するため、補助対象に「意匠権」

の取得を追加する。 

 

3,574千円   全市町村 

④ 漆産業振興 

事業 

圏域におけるウルシ苗木の植栽本数の拡充を行う

とともに、関係市町村においらせ町を追加する。 

苗木の植栽本数 R1年度2,200本 → R2年度3,000本 

 

450千円 

 

全市町村 

⑤ 美術館運営 

事業 

平成31年1月に「八戸市新美術館管理運営基本計

画」が策定されたことから、次の事業内容に変更

する。 

八戸市に、美術館学芸、アートの学び、アートの

まちづくりの3つの役割を融合させた新しい美術

館を整備し、圏域の町村と連携しながら、基本事

業及びパイロット事業を展開する。 

・基本事業（調査研究、収集保存、研修・研鑽等） 

・パイロット事業（展覧会を主体としたプロジェ 

クト、アートの学びに関わるプログラム等） 

 

34,758千円 全市町村 

⑥ eコマース 

人材育成事業 

当圏域において、ECサイト運営に必要なスキルを

学べる環境が整ってきたことから、令和元年度を

以って、事業を終了する。 

 

 ― 

(R1事業費見込額) 

〔1,700千円〕 

 ― 

 

〔全市町村〕 

⑦ 氷都八戸パワ

ーアッププロ

ジェクト 

中学生選手への購入費用助成の対象について、こ

れまでのスピードスケート靴のほか、アイスホッ

ケー用スティック及びフィギュアスケート靴を追

加する。 

小中学生選手の練習送迎バス（八戸～盛岡間）へ

の支援を廃止する。 

 

2,864千円 全市町村 

⑧ 八戸圏域住民 

活動促進事業 

事業名の変更を行うもの。 9,140千円 全市町村 

 

（変更前事業名） 

市民活動サポート 

センターの運営 
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３ 今年度の経過と今後の予定について 

時 期 内 容 

9月 30日（月） 令和元年度 第 1 回 八戸圏域連携中枢都市圏関係市町村長会議 

 

10月 7日（月） 令和元年度 第 1 回 八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

《案件》  

八戸圏域連携中枢都市圏 連携事業の取組状況について 

 

2月 14日（金） 令和元年度 第 2 回 八戸圏域連携中枢都市圏関係市町村長会議 

 

2月 26日（水） 令和元年度 第 2 回 八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

《案件》 

八戸圏域連携中枢都市圏 連携事業の取組状況について 

八戸圏域連携中枢都市圏ビジョンの変更について 

 

2月下旬 

～3月中旬 
 

8 市町村の 3 月議会等において、連携中枢都市圏ビジョン変更案について説明 

3月下旬 

 

7 町村からの書面同意を得、連携中枢都市圏ビジョンを変更 

 ⇒国、県、7 町村長、8 市町村議員に変更後のビジョンを送付するとともに、

市ホームページにて公開 
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八戸都市圏交流プラザ「8 base」（エイトベース）について 

 

 

八戸圏域産品の認知度を高め、地場産品の販路拡大を図りながら、継続的に地域を応援してくれる関係人

口の形成・増加を目指すともに、観光誘客、UIJターンによる雇用促進や移住・定住等を促進するための首

都圏交流拠点として、八戸都市圏交流プラザ「8 base」を設置し、総合的なプロモーションを行うもの。 

 

１ 設置目的 

 ⑴ 地域産品の認知度を高め、販路を拡大する 

 ⑵ 継続的に地域を応援してくれる関係人口を増やす 

 

２ 運営主体 

八戸市（圏域町村と協力し、八戸圏域連携中枢都市圏事業として実施予定） 

 

３ 機 能 

 ⑴ 飲食機能・物販機能 

 ⑵ 交流機能 

   八戸圏域ならではの食の魅力を通して交流を促すため、飲食機能を強化するとともに、圏域のファ

ンづくりや、圏域への移住・UIJターンを促進するための、各種交流イベントを開催することとし、

一般的なアンテナショップとの差別化を図る。 

 

４ 交流プラザの概要 

 ⑴ 名称等 

  ① 名 称  八戸都市圏交流プラザ 

  ② 愛 称  ８ base（エイトベース） 

         〔コンセプト〕 

八戸都市圏の 「8」は、8町村の8とも共通し、交流プラザを表すのに適切な数字。

「8」を90度回転させることで、無限大の意味にもなる。 

この「8 base」はそのように、八戸都市圏の可能性は無限大であり、それを発信す

る拠点（=base）であることを示す。 

  

 ⑵ 所在地等 

  ① 所在地  東京都千代田区内幸町1丁目7-1  

  ② 面 積  約141㎡（約43坪） 

  ③ 入居エリア 「日比谷OKUROJI」（ヒビヤオクロジ） 

JR東日本グループの株式会社ジェイアール東日本都市開発が、JR有楽町駅から新橋

駅間の100 年以上の歴史を刻む煉瓦（レンガ）アーチ高架橋と、東海道線・東海道

新幹線の高架橋が一体となって生まれた高架下空間を活かし、再開発をするエリア

の名称 

「8 base」を含む約50店舗が、今年6月末に一斉にオープンする予定 

 

 ⑶ 営業時間等 

  ① 営業時間  11：00～22：00（予定） 

  ② 定 休 日  年末年始（予定） 

広域連携推進特別委員会 

 資料３（資料２参考） 
令 和 2 年 3 月 19 日 
総合政策部 政策推進課 
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 ⑷ 運営事業候補者 

   事業者公募、選考会を経て運営事業候補者を決定 

   令和2 年度 4 月に運営業務委託契約を締結予定 

   運営事業候補者：株式会社金剛（代表取締役 大久保 圭一郎） 

           〔金剛グループ概要〕 

 八戸市内で10店舗の飲食店を経営 

東京都内にも魚食家「きんき」パレスビル店を出店 

⑸ 取扱品目 

  八戸圏域の特産品や旬の食材を活用した創作料理、郷土料理、ご当地グルメなど、圏域の魅力を 

最大限に発信できるようなメニュー構成とするほか、八戸圏域の海産物、農産物、畜産品、地酒、 

加工食品、菓子類、工芸品等の産品を陳列・販売する。 

  〔飲食メニュー・販売産品の例〕           

   鯖の棒寿司       南部せんべい          馬肉鍋 

   にんにく加工品     妙丹柿を使用した菓子類     いちご煮 

   長いも焼酎       黒にんにく・ごぼう茶 ほか 

 

５ 今後のスケジュール 

  R2.3月   物件賃貸借本契約締結 

内装工事契約締結 

  R2.4月   運営事業者との契約締結 

  R2.5月末  内装工事完了 

  R2.6月末  交流プラザ開業 

 

 

「日比谷OKUROJI」・八戸都市圏交流プラザ「8 base」イメージパース（画像提供:㈱ジェイアール東日本都市開発） 

   

「日比谷OKUROJI」外観    「8 base」外観 ※ロゴは仮のもの      「8 base」内観 

 

「日比谷OKUROJI」平面図 

  



役割

1 八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会運営事業 ○

2 地域未来投資促進法に基づく基本計画推進事業 H30.3

3 テレマーケティング関連産業立地促進費補助金 ○

4 企業立地促進条例に基づく各種奨励金 H30.3

5 イノベーティブ産業集積促進事業 ○

6 産学官共同研究開発支援事業 ○

7 革新的ものづくり企業連携促進事業 ○

8 地域企業支援体制強化事業 R2.3統合予定

9 はちのへ創業・事業承継サポートセンター事業 ○

10 地場産品の販路拡大事業 ○

11 八戸都市圏交流プラザ事業 R2.3追加予定

12 マチニワ・マルシェ ○

13 ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ ○

14 海外販路拡大事業 ○

15 知的財産権対策支援事業 H31.3

16 求人・求職情報等無料ウェブサイト運営事業 ○

17 地域事業所人材獲得等支援事業 ○

18 企業誘致セミナー開催事業 ○

19 農業情報提供事業 ○

20 新規就農者向け支援施策の情報発信体制の一元化 ○

21 農作業マッチング制度構築事業 ○

22 南郷そば振興センター共同利用事業 ○

23 畜産業及び畜産関連産業振興事業 ○

林業 24 漆産業振興事業 H30.3

漁業 25 漁業就業支援事業 H30.3

26 八戸広域観光戦略推進事業 ○

27 グリーン・ツーリズム推進事業 ○

28 ドクターカー運行事業の充実・強化 ○

29 （仮称）八戸市総合保健センター整備事業 ○

30 高度医療従事者育成事業 ○

31 八戸圏域公共交通計画推進事業 H31.3再編

32 美術館運営事業 ○

33 八戸ポータルミュージアム事業 ○

34 ブックセンター事業 ○

35 屋内スケート場運営事業 ○

36 多賀多目的運動場運営事業 ○

37 学生まちづくり助成金制度 ○

38 学官連携地域シンクタンク ○

ｄ 戦略的な観光施策の展開
（2事業）

2.高次の
都市機能
の集積・
強化

(3施策
11事業)

ａ 高度な医療サービスの提供
（3事業）

ｂ 高度な中心拠点の整備・
広域的公共交通網の構築
（6事業）

ｃ 高等教育機関等と連携した
地域の人材育成
（2事業）

1.圏域全
体の経済
成長のけ
ん引

(4施策
27事業)

ａ 産学金官民一体となった圏域
の経済成長等の推進体制の整
備（2事業）

ｂ 産業クラスターの形成、イ
ノベーション実現、新規創
業促進、地域の中堅企業等
を核とした戦略産業の育成
（7事業）

ｃ 地域資源を活用した
地域経済の裾野拡大
（16事業）

販路
拡大

雇用

農業

八戸圏域連携中枢都市圏における連携事業一覧（令和2年度）案

※ 連携：連携中枢都市圏形成時からの事業、定住：定住自立圏からの継続事業

連携協約項目
事　業　名

分類※

連携
(追加時期等)

定住
連携施策

広域連携推進特別委員会

資 料 ３
令和2年3月19日

総合政策部 政策推進課
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役割

39 医師派遣事業 ○

40 ドクターカー運行事業 ○

41 救急・母子周産期医療に関する医療人材育成事業 ○

42 周産期医療体制周知事業 ○

43 不妊専門相談センター事業 H29.9

44 AED普及促進事業 H29.9

45 一時預かり保育事業 ○

46 ファミリーサポートセンター事業 ○

47 子育てつどいの広場事業 ○

48 子育てサロン支援事業 ○

49 地域子育て支援拠点事業 ○

50 高齢者福祉合同研修会等の開催 ○

51 あんしんカード事業 ○

52 救急医療情報キット配付事業 ○

53 成年後見制度利用促進事業 ○

54 医療・介護連携マップ管理運営事業 H31.3

55 障がい者福祉合同研修会等の開催 ○

56 障害支援区分判定審査事務の共同実施 ○

59 生涯学習情報提供事業 ○

60 図書館相互利用事業 ○

63 氷都八戸パワーアッププロジェクト ○

64 体育施設情報共有化事業 H30.3

65 スポーツ大使派遣事業 H31.3

67 安全・安心情報発信事業 ○

68 福祉避難所の設置及び圏域での相互利用 ○

69 危険空き家対策のための合同研修会の開催 H30.3

70 国土強靭化地域計画推進事業 H30.3

71 移住・交流推進事業 ○

(11) 八戸都市圏交流プラザ事業【再掲】 R2.3追加予定

72 縁結び支援事業 ○

73 八戸圏域活性化支援事業 H30.3

74 住民活動保険制度 H30.3

75 公共交通による交流促進事業 H31.3再編

51 27

連携協約項目
事　業　名

分類※

連携
(追加時期等)

定住
分野 連携施策

57 勤労者福祉サービスセンター事業 ○

58
消費生活に係る意識啓発・相談体制の充実・強
化

○

Ａ 生活機能の
強化に係る
政策分野
（32事業）

医療体制の充実
（6事業）

子育て支援の充実
（5事業）

障がい者福祉の充
実（2事業）

学校教育の充実
（1事業）

不法投棄の防止
（1事業）

高等学校の地域活動
促進（1事業）

消費者支援の充実
（1事業）

中小企業従事者の福
祉向上（1事業）

高齢者福祉の充実
（5事業）

スポーツ活動の機
会の充実
（3事業）

社会教育の充実
（2事業）

事業数計（23施策78事業）　※再掲1事業を除く
78

3.圏域全
体の生活
関連機能
サービス
の向上

(16施策
41事業)

76 職員合同研修の開催 ○

女性の活躍促進
（1事業）

77 女性チャレンジ講座開催事業 ○

安全・安心なまち
づくりの推進
（4事業）

Ｃ 圏域マネジ
メント能力
の強化に係
る政策分野
（3事業）

圏域内市町村職員
の育成（1事業）

61 広域的体験学習支援事業 ○

62 高校生地域づくり実践プロジェクト ○

66 不法投棄防止事業 ○

八戸圏域住民活動促進事業78

Ｂ 結びつきや
ネットワー
クの強化に
係る政策分
野（6事業）

地域内外の住民と
の交流・移住促進
（6事業 うち、
　1事業は再掲）

○
NPO等の活動促進
（1事業）
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全国における連携中枢都市圏の形成状況について(令和2年3月13日現在) 

№ 
連携中枢 
都市名 

連携中枢 
都市宣言 

連携協約 
(締結日) 

都市圏ビジョン 
(公表日) 

連携市町村 圏域の概要等 

1 福山市 H27. 2.24 H27. 3.25 H27. 3.25 

広島県 
三原市、尾道市、府中市、世羅町、神石高原町 
岡山県 
笠岡市、井原市                      (計5市2町) 

備後圏域連携中枢都市圏 
圏域人口：857,212人 

(うち福山市：464,811人) 

2 倉敷市 H27. 2.17 H27. 3.27 H27. 3.27 
岡山県 
新見市、高梁市、総社市、井原市、浅口市、笠岡市、早島町、 
里庄町、矢掛町                      (計6市3町) 

高梁川流域連携中枢都市圏 
圏域人口：770,183人 

(うち倉敷市：477,118人) 

3 姫路市 H27. 2.13 H27. 4. 5 H27. 4. 5 

兵庫県 
相生市、加古川市、赤穂市、高砂市、宍粟市、加西市、たつの市、
稲美町、播磨町、福崎町、市川町、神河町、太子町、上郡町、 
佐用町                                    (計7市8町) 

播磨圏域連携中枢都市圏 
圏域人口：1,307,003人 

(うち姫路市：535,664人) 

4 宮崎市 H26.12. 1 H27. 3.25 H27. 5.12 
宮崎県     
国富町、綾町                                    (計2町) 

みやざき共創都市圏 
圏域人口：428,089人 

(うち宮崎市：401,138人) 

5 久留米市 H27.11. 2 H28. 2.23 H28. 2.23 
福岡県 
大川市、小郡市、うきは市、大刀洗町、大木町        (計3市2町) 

    

久留米広域連携中枢都市圏 
圏域人口：456,196人 

 (うち久留米市：304,552人) 
定住自立圏からの移行 

6 盛岡市 H27.10.30 H28. 1.15 H28. 3.25 
岩手県 
八幡平市、滝沢市、雫石町、葛巻町、岩手町、紫波町、矢巾町                                     

(計2市5町) 

みちのく盛岡広域連携都市圏 
圏域人口：476,758人 

  (うち盛岡市：297,631人) 

7 金沢市 H27.12. 4 H28. 3.28 H28. 3.28 
石川県 
白山市、かほく市、野々市市、津幡町、内灘町       (計3市2町) 

石川中央都市圏 
圏域人口：728,259人 

 (うち金沢市：465,699人) 

8 大分市 H27.12.22 H28. 3.29 H28. 3.29 

 
大分県 
別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市、日出町                          

(計6市１町) 
 

大分都市広域圏 
圏域人口：778,237人 

 (うち大分市：478,146人) 

9 長野市 H28.02.17 H28. 3.29 H28. 3.29 
長野県 
須坂市、千曲市、坂城町、小布施町、高山村、信濃町、小川村、 
飯綱町                            (計2市4町2村) 

長野地域連携中枢都市圏 
圏域人口：543,424人 

 (うち長野市：377,598人) 

10 下関市 H27. 9.30 
H27.12.18 
(形成方針) 

H28. 3.29 合併１市圏域 

下関市連携中枢都市圏 
圏域人口：268,517人 

定住自立圏からの移行 

広域連携推進特別委員会 

資 料 ５ 
令 和 2 年 3 月 19 日 
総合政策部 政策推進課 
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№ 
連携中枢 
都市名 

連携中枢 
都市宣言 

連携協約 
(締結日) 

都市圏ビジョン 
(公表日) 

連携市町村 圏域の概要等 

11 高松市 H27. 9. 4 H28. 2.16 H28. 3.30 

香川県 

さぬき市、東かがわ市、土庄町、小豆島町、三木町、直島町、 

綾川町                                     (計2市5町) 

 

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏  
圏域人口：585,348人 

 (うち高松市：420,748人) 
定住自立圏からの移行 

12 熊本市 H27. 6.18 H28. 3.30 H28. 3.31 

熊本県 

宇土市、宇城市、阿蘇市、合志市、美里町、玉東町、大津町、 

菊陽町、高森町、西原村、南阿蘇村、御船町、嘉島町、益城町、 

甲佐町、山都町                  (計4市10町2村) 

熊本連携中枢都市圏 
 圏域人口：1,171,591人 

 (うち熊本市：740,822人) 

13 広島市 H28.02.15 H28. 3.30 H28. 3.31 

広島県 

呉市、竹原市、三原市、大竹市、東広島市、廿日市市、 

安芸高田市、江田島市、府中町、海田町、熊野町、坂町、 

安芸太田町、北広島町、大崎上島町、世羅町 

山口県 

岩国市、柳井市、周防大島町、和木町、上関町、田布施町、 

平生町                                 (計10市13町) 

 

広島広域都市圏 
圏域人口：2,324,756人 

 (うち広島市：1,194,034人) 

14 北九州市 H27.12.24 H28. 4.18 H28. 4.18 

福岡県 

直方市、行橋市、豊前市、中間市、宮若市、芦屋町、水巻町、 

岡垣町、遠賀町、小竹町、鞍手町、香春町、苅田町、みやこ町、 

上毛町、築上町                    (計5市11町) 

北九州都市圏域連携中枢都市圏  
 圏域人口：約1,394,457人 

(うち北九州市：961,286人) 

15 静岡市 H28.03.01 H28. 3.31 H28. 4.28 
静岡県 

島田市、焼津市、牧ノ原市、藤枝市、吉田町、川根本町 

                          (計4市2町) 

しずおか中部連携中枢都市圏 
圏域人口：1,168,000人 

(うち静岡市：704,989人) 

16 松山市 H28. 7. 8 H28. 7. 8 H28. 7. 8 
愛媛県 

伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町     (計2市3町) 

松山圏域連携中枢都市圏 
圏域人口：646,055人 

 (うち松山市：514,865人) 

17 
高岡市 
射水市 
※1 

H28. 8. 6 H28.10. 3 H28.10. 3 
富山県 

氷見市、砺波市、小矢部市、南砺市                  (計4市) 

とやま呉西圏域連携中枢都市圏  
圏域人口：443,151人 

(うち高岡市：172,125人 
 うち射水市： 92,308人) 

18 八戸市 H29. 1. 4 H29. 3.22 H29. 3.22 
青森県 

三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町                                   

(計7町村) 

八戸圏域連携中枢都市圏 
圏域人口：323,447人 

 (うち八戸市：231,257人) 

愛称：八戸都市圏スクラム ８
エイト

 

19 新潟市 H28.12.16 H29. 3.28 H29. 3.28 
新潟県 

三条市、新発田市、燕市、五泉市、阿賀野市、胎内市、聖籠町、 

弥彦村、田上町、阿賀町              (計6市3町1村) 

新潟広域都市圏 
圏域人口：1,258,878人 

 (うち新潟市：810,157人) 
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№ 
連携中枢 
都市名 

連携中枢 
都市宣言 

連携協約 
(締結日) 

都市圏ビジョン 
(公表日) 

連携市町村 圏域の概要等 

20 岡山市 H28. 8. 9 H28.10.11 H29. 3.28 
岡山県 

津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

和気町、早島町、久米南町、美咲町、吉備中央町  (計7市5町) 

岡山連携中枢都市圏 
圏域人口：1,170,158人 

(うち岡山市：719,474人) 

21 
山口市 
宇部市 
※1 

H28.11.28 H29. 3.30 H29. 3.30 

山口県 

萩市、防府市、美祢市、山陽小野田市 

島根県 

津和野町                                      (計4市1町) 

山口県央連携都市圏域 
圏域人口：628,836人 

(うち山口市：197,422人 
うち宇部市：169,429人) 

22 長崎市 H28. 6.10 H28.12.27 H29. 3.30  
長崎県 

長与町、時津町                         (計2町) 

長崎広域連携中枢都市圏 
圏域人口：501,860人 

 (うち長崎市：429,508人) 

23 鹿児島市 H28.10.31 H29. 1.19 H29. 3.31 
鹿児島県 

日置市、いちき串木野市、姶良市                    (計3市) 

かごしま連携中枢都市圏 
圏域人口：753,518人 

 (うち鹿児島市：599,814人) 

24 富山市 H29. 9. 5 H30. 1.10 H30. 1.10 
富山県 

滑川市、舟橋村、上市町、立山町            (計1市2町1村) 

富山広域連携中枢都市圏 
圏域人口：501,670人 

 (うち富山市：418,686人) 

25 
呉市 
※2 

H29. 9. 4 H29.10.16 H30. 3. 8 
広島県 

竹原市、東広島市、江田島市、海田町、熊野町、坂町、大崎上島町                                  

(計3市4町) 

広島中央地域連携中枢都市圏 
圏域人口：545,385人 

 (うち呉市：228,552人) 

26 
高知市 
※3 

H29. 9. 7 H30. 3. 28 H30. 3. 28 

高知県 

安芸市、土佐市、香南市、香美市、南国市、須崎市、安田町、 

本山町、大豊町、土佐町、いの町、仁淀川町、佐川町、越知町、 

中土佐町、津野町、馬路村、芸西村、大川村、日高村  

(交付税措置の対象外) 

室戸市、宿毛市、土佐清水市、四万十市、東洋町、奈半利町、 

田野町、梼原町、四万十町、大月町、黒潮町、三原村、北川村  

(計10市16町7村) 

れんけいこうち広域都市圏 
圏域人口：728,276人 

 (うち高知市：337,190人) 

27 岐阜市 H29. 6.30 H29.11. 2 H30. 3. 29 
岐阜県 

山県市、瑞穂市、本巣市、岐南町、笠松町、北方町 (計3市3町) 

岐阜連携都市圏 
圏域人口：587,739人 

 (うち岐阜市：406,735人) 

28 鳥取市 H29.12. 5 H30. 4. 1 H30. 4. 1 
鳥取県 

岩美町、若桜町、智頭町、八頭町、新温泉町        (計5町) 

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏 
圏域人口：247,429人 

 (うち鳥取市：193,717人) 
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№ 
連携中枢 
都市名 

連携中枢 
都市宣言 

連携協約 
(締結日) 

都市圏ビジョン 
(公表日) 

連携市町村 圏域の概要等 

29 郡山市 H30. 9.4 H31. 1.23 H31. 3.19 

福島県 

須賀川市、田村市、本宮市、鏡石町、猪苗代町、石川町、浅川町、 

古殿町、三春町、小野町、大玉村、天栄村、玉川村、平田村                       

(計3市7町4村) 

こおりやま広域連携中枢都市圏 
圏域人口：594,016人 

 (うち郡山市：335,444人) 

30 佐世保市 H30. 9.3 H31. 1.12 H31. 3.26 
長崎県 

平戸市、松浦市、西海市、伊万里市、東彼杵町、川棚町、波佐見町、 

小値賀町、有田町、新上五島町              (計4市6町) 

西九州させぼ広域都市圏 
圏域人口：474,279人 

 (うち佐世保市：255,439人) 

31 札幌市 H30.11.28 H31. 3.29 H31. 3.29 
北海道 

小樽市、岩見沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、 

当別町、南幌町、長沼町、新篠津村        (計7市3町1村) 

さっぽろ連携中枢都市圏 
圏域人口：2,600,875人 

 (うち札幌市：1,952,356人) 

32 福井市 H30.11.27 H31. 4. 1 H31. 4. 1 
福井県 

大野市、勝山市、鯖江市、あわら市、越前市、坂井市、永平寺町、 

池田町、南越前町、越前町                  (計6市4町) 

ふくい嶺北連携中枢都市圏 
圏域人口：646,813人 

 (うち福井市：265,904人) 

33 山形市 R1. 6.27 R2. 1. 9 R2. 2.19 
山形県 

寒河江市、上山市、村山市、天童市、東根市、山辺町、中山町、 

河北町、西川町、朝日町、大江町          (計5市6町) 

山形連携中枢都市圏 
圏域人口：527,214人 

 (うち山形市：253,832人) 

34 青森市 R1.11.18 R1.12.25 
R2. 3月中 
(予定) 

青森県 

平内町、今別町、外ヶ浜町 蓬田村               (計3町1村) 

(仮称)青森圏域連携中枢都市圏  
圏域人口：310,640人 

 (うち青森市：287,648人) 

 

※1  No.17 高岡市・射水市、No21 山口市・宇部市 

隣接する2つの市が一定の要件を満たす場合(それぞれ人口10万人程度以上、昼夜間人口比率がそれぞれ1以上など)、当該2つの市を合わせて1つの

連携中枢都市とみなすことができる特例を活用した市。 

※2  No.25 呉市 

呉市を連携中枢都市とする広島中央地域連携中枢都市圏は、広島市を連携中枢都市とする広島広域都市圏の中に含まれており、呉市は広島広域都

市圏の連携市でもある。呉市の連携中枢都市圏の交付税措置は、連携中枢都市として措置額のみ適用。 

※3  No.26 高知市 

れんけいこうち広域都市圏は、高知県内の全市町村で構成。但し、うち13市町村は総務省から高知市と同一の生活圏とみなされず、連携中枢都市

圏構想推進要綱の対象外(連携中枢都市圏の交付税措置の対象外)。13市町村については、高知県が創設した国支援と同額の交付金を活用。 



広域連携推進特別委員会

資料６（資料５参考）
令 和 2 年 3 月 1 9 日
総合政策部 政策推進課



八戸地域畜産関連産業振興ビジョンについて 

 

１ 八戸地域畜産関連産業振興ビジョン策定の趣旨  

 

八戸地域は、家畜の飼養に適した冷涼な気候と、国内 4 位の生産を誇る「八

戸飼料穀物コンビナート」や東北自動車道などの交通インフラ等の優位性を活

かし、畜産業が地域農業の基幹部門として発展しております。 

特に、養豚・養鶏は、青森県南から岩手県北地域にかけて大きな集積地を

形成しており、飼料製造や食肉加工等の関連産業を含め当地域の経済を支える

重要な産業の一つであり、様々な可能性を期待できる産業であります。 

このことから、八戸市だけに留まらない地域全体の畜産業及び関連産業の

振興と地域の活性化を図るため、青森県が平成 25 年 3 月に策定した「青森県

養豚・養鶏振興プラン」を踏まえ、平成 28 年 7 月に「八戸地域畜産関連産業

振興ビジョン」を策定いたしました。 

 

２ 計画区域及び期間 

 

ビジョンの計画区域は、八戸圏域連携中枢都市圏の構成市町村（八戸市、

三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村並びにおいらせ町）として

います。また、計画期間は、平成 27 年度から令和 6 年度までの 10 年間として

います。 

 

３ 重点的に取組む項目  

 

（１）生産体制の整備・強化 

（２）地場産畜産物の消費拡大 

（３）飼料自給率の向上 

（４）家畜防疫体制の強化 

（５）家畜排せつ物の適正管理と有効利用促進 

 

４ 推進体制 

   

ビジョンの推進には、畜産業のみならず、教育研究機関や行政機関を加えた

「産学官」が、有機的に連携することにより、それぞれが持つ強みの相乗効果

による畜産業・関連産業の振興が期待されます。 

この動きを推進するための体制として、畜産事業者や関連企業、経済団体、

教育研究機関並びに行政からなる「八戸地域畜産振興推進会議」を平成 30 年

度に組織し、ビジョンの進行管理、意見交換、情報共有を図っています。 

 

５ 主な施策の取り組み  

  別添 資料 8 参照  

広域連携推進特別委員会 資料７  

令和 2 年 3 月 19 日  

農林水産部  農林畜産課  

 

 



八戸地域畜産関連産業振興ビジョンの取組状況

重点項目 内　容 取　　組　　内　　容　 八戸圏域連携中枢都市圏構成市町村及び青森県等の取組 関連する主な取組（畜産関連団体）

①　地域の畜産に対する理解促進、イメージアップ
・八戸地域畜産フードフェスタ開催（八戸市）　〔資料８－２〕
・親子ちくさん探検バスツアー開催（八戸市）　〔資料８－３〕
【牛：田子牛産地形成事業（田子町）】

②　コスト競争力向上のための活動推進（競争力向
上及び阻害要因の調査と対策）

【牛：八戸市畜産振興事業（八戸市）】
【牛：八戸市優良牛受精卵活用促進事業（八戸市）】
【牛：五戸町黒毛和牛増頭対策事業（五戸町）】
【牛：酪農支援事業（田子町）】
【牛：新郷村共同放牧場（新郷村）】
【新郷・五戸畜産祭（五戸町・新郷村】

③　環境影響評価の見直しの要望活動の継続 ・重点要望として県へ要望（八戸市）

（２）企業誘致による生
産・雇用の拡大

○　新規立地希望の把握及び立地条件の検討 ・先進地（九州）調査（八戸市）

（３）飼料コンビナートの
拡充

○　八戸港の復興・機能充実のための働きかけ 防波堤整備、埠頭の嵩上げ（青森県）

①　消費拡大イベントの開催
・八戸地域畜産フードフェスタ開催（再掲）
・新郷牧場まつり（新郷村）

②　食育の観点からの地場産畜産物に対する理解
の促進

・学校給食への地場産畜産物の提供について学校教育課と連携（八
戸市）

①　地場産畜産品の内外への積極的なＰＲ ふるさと産品消費県民運動（青森県）

②　ブランド化に関する人材育成（ノウハウ習得等の
支援）

スキルアップセミナーの開催（青森県）
【牛：八戸市地域内一貫生産促進事業（八戸市）】

（３）６次産業化の取組 ○　人材育成、他業種とのマッチング セミナー、販売インターシップ研修開催（青森県）

①　情報共有による需給のマッチング支援 ・稲わら流通促進マッチングりストの作成（青森県）

②　地域循環型農業への取組支援 ・堆きゅう肥マップの作成（八戸市）　　〔資料８－４〕

①　家畜飼養衛生基準の遵守等防疫対策の徹底
・市HPでの情報提供（八戸市）
【牛：三戸町家畜防疫推進事業（三戸町）（2年毎に1回）】

②　口蹄疫・鳥インフルエンザへの対応
・市HPでの口蹄疫・鳥インフルエンザ情報提供（八戸市）
・防疫訓練等への参加（県・全市町村）

①　各事業者における家畜排せつ物管理
・県がＨＰ上で情報提供（青森県）
・有機資源センター新郷（新郷村）

②　優良事例・試験研究等の情報共有 ・堆きゅう肥マップの作成（再掲）

①　地域循環型農業への取組支援（再掲） ・堆きゅう肥マップの作成（再掲）

②　耕種農家への情報提供 ・市HPでの情報提供（八戸市）

（３）バイオマスエネル
ギーとしての利活用に対
する支援

○　バイオマスエネルギーとしての利活用に対する
支援

・農山漁村活性化再生可能エネルギー事業化推進事業（バイオマス
発電）に対する情報提供（八戸市）

（２）ブランド化の推進

３　飼料自給率
の向上

【青森県畜産飼料・穀物コンビナート振興協会】
　・親子グルメパーティー
　　→親子グルメBBQ
　・子ども料理教室
　・講演会、セミナーの開催
　・畜産施設見学会
　・広報誌発行
　・畜産フードフェスタへ（参加）
　・食育事業への参画

【青森県養豚協会】
　・畜産フードフェスタ参加

【青森県養鶏協会】
　・畜産フードフェスタ参加
　（「青森たまご」消費拡大PR事業）
　・たまごの生産・流通等に関する懇談会
　・小学生GPセンターバス見学会
　・北日本養鶏研究大会並びに鶏病研究会
　　北海道・東北地区技術研修会（持回り）

【青森県養蜂協会】
　・畜産フードフェスタ参加

【青森県牛乳普及協会】
　・畜産フードフェスタ参加

【民間事業者】
　・農山漁村活性化再生可能エネルギー事業化推進
事業（ソフト事業H25～H28）

４　家畜防疫体
制の強化

５　家畜排せつ
物の適正管理と
有効利用促進

（１）家畜排せつ物の適
正管理・処理

（２）耕畜連携の強化と堆
肥の利活用

１　生産体制の
整備・強化

（１）大規模化

２　地場産畜産
物の消費拡大

（１）地産地消の推進

広域連携推進特別委員会 資料8-1
令和2年3月19日

農林水産部 農林畜産課



 

八戸地域畜産フードフェスタ 開催状況 
 

 

年度 開 催 月 来場者数 会  場 

H27 平成 27年 9月 12日 約 2,000人 

はっち H28 平成 28年 10月 15日 約 2,400人 

H29 平成 29年 8月 26日・27日（2日間） 約 4,500人 

H30 平成 30年 9月 23日・24日（2日間） 約 4,600人 はっち・マチニワ 

R1(H31) 令和元年 10月 13日・14日（2日間） 約 9,000人 八食センター 

   
  【令和元年度の主な内容】 
    ・各出店者フードブース 
    ・畜産団体 PR 展示コーナー 
    ・八戸地域町村 PR コーナー 
    ・畜産団体及び八戸地域町村 PR 動画上映 
    ・みつろうキャンドル作り体験 
    ・バター作り体験 
    ・青森たまごの無料配布   
    ・「わくわくフェスタ 2019」連動企画スタンプラリー 
 

   
    （会場の様子）             みつろうキャンドル作り体験 
 

広域連携推進特別委員会 資料 8-2 

令和 2年 3月 19日 

農林水産部 農林畜産課 
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令和 2年 3月 19日 

農林水産部 農林畜産課 

 

 
 

親子ちくさん探検バスツアー 開催状況 
 

 ○令和元年度 

開催日 
参加者数 

(組数) 
見学先 

R1.7.27(土) 

38 名（15 組） 

※八戸市 12 組 

五戸町 2 組 

おいらせ町 1 組 

①㈲東北ファーム（見学・体験） 

②カワヨグリーン牧場（体験） 

③プライフーズ㈱五戸加工食品工場（見学・試食） 

 

    
  （工場見学等）        （バター作り体験）      （工場見学等） 
 
 

 ○過去の実績 
年
度 

開催日 
参加者数 

(組数) 
見学先 

27 Ｈ28.3.26(土) 
29 名 

(13 組) 

①東北グレーンターミナル株式会社（サイロ内見学等） 

②プライフーズ株式会社 五戸加工食品工場（工場見学等） 

③株式会社オリエンタルファーム 金浜ＧＰセンター（工場見学等） 

28 Ｈ28.8.6(土) 

36 名 

(15 組) 

※南部町 1 組 

①東北グレーンターミナル株式会社（サイロ内見学等） 

②五戸町営ブドロク放牧場（場内見学等） 

③間木ノ平グリーンパーク（アイスクリーム作り体験等） 

29 Ｈ29.7.29(土) 

21 名 

(9 組) 

※おいらせ町1組 

①東北グレーンターミナル株式会社（車窓見学） 

②三戸畜産農業協同組合 ＥＴセンター（場内見学等） 

③間木ノ平グリーンパーク（アイスクリーム作り体験等） 

30 Ｈ30.7.28(土) 

34 名 

(14 組) 

※南部町 1 組 

 五戸町 1 組 

①東北グレーンターミナル株式会社 

②株式会社オリエンタルファーム 金浜ＧＰセンター 

③階上町営放牧場 

 

① ② ③ 
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【お問い合わせ先】

八戸市 農林水産部

農林畜産課

〒031-8686

八戸市内丸一丁目１番１号

電話：0178-43-9254

堆きゅう肥利用促進マップ ～令和２年版～

畜産農家と耕種農家の連携を深め、八戸圏域内の堆きゅう肥の円滑な流通を促進

するため、堆きゅう肥利用促進マップを作成しました。

耕種農家の皆さんの土づくりや化学肥料低減の取組みに役立てていただければ幸い

です。

なお、堆きゅう肥の取引については価格・配送方法等を十分打ち合せの上、

当事者間の責任において直接取引をするようにお願いします。

※堆きゅう肥の詳細については裏面をご覧ください。

土壌分析によって土の状態を把握し、堆きゅう

肥の成分を考慮した施肥設計を行いましょう。

(土の状態や堆きゅう肥の施用量によって、肥料

の種類や施用量が変ってきます。)

国道45号

国道340号

国道104号

国道454号

階上町

五戸町

南部町

八戸市
④

①

③②

⑤

⑥⑦

⑨

⑩

⑧
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No. 1 製品名 鶏糞堆肥ゆとり 原材料

配達/
配送料

無し
散布/
散布料

無し

No. 2 製品名 発酵鶏糞あすなろ 原材料

配達/
配送料

無し
散布/
散布料

無し

No. 3 製品名 ぼかし肥料テラ（ペレット） 原材料

配達/
配送料

無し
散布/
散布料

無し

No. 4 製品名 グリーングロース 原材料

配達/
配送料

30km
以上は
5割増

散布/
散布料

無し

No. 5 製品名 醗酵鶏糞（微粒・顆粒） 原材料

配達/
配送料

無し
散布/
散布料

無し

豚ぷん ９８％、
オガクズ ２％

製造方法
豚ぷん（尿と混じっているものは、脱水機により分離）とオガクズを
発酵ドームに投入し、攪拌コンポを周回させ発酵。

約１，０００トン

(有)八戸ファーム

年間供給量

製造者名

住所・連絡先
住所：階上町大字道仏字天当平３－１
TEL：０１７８－８８－２８７０　FAX：０１７８－８８－４７４４

成分分析値
（現物中）

窒素 ５.０％　りん酸 ７.９％　加里 ２.４％
Ｃ／Ｎ比 ６　水分 ２０.１％

販売価格
バラ：3tで8,000円(税・配送込)　袋詰め：15㎏入り150円(税・配送込)
軽トラ持ち込みの場合は、バラ：約300kgで500円(税込)

住所・連絡先

製造者名

販売価格

鶏ふん　１００％

製造方法

年間供給量

成分分析値
（現物中）

バラ：応相談　　　袋詰め：15㎏入り330円(税別)
フレコン：500㎏入り11,000円(税別)

約１，０００トン

１．一次発酵槽にて生鶏糞と半完熟鶏糞を混ぜたものを堆積。
２．二次発酵槽へ切り替えして堆積。
３．攪拌機による攪拌発酵後、熱処理による乾燥。
４．堆積場にて４～6ヶ月間堆積発酵。
５．15㎏袋及び、フレコンバックに詰めて製品化。

窒素 ２.８％　　　りん酸 ７.０％　　　加里 ４.１％
Ｃ／Ｎ比 １１.９　　水分 １４.８％

(有)中月産業

住所：八戸市大字金浜字荒屋敷久保１８－１
TEL：０１７８－３８－２１８５　FAX：０１７８－３８－２３３９

製造者名

住所・連絡先

発酵鶏糞、米ぬか、
チキンミール等

成分分析値
（現物中）

製造方法

(株)あすなろファーム

住所：八戸市大字大久保字町畑西ノ平１５－８
TEL：０１７８－３３－４１１１　FAX：０１７８－３３－４１１２

１．発酵鶏糞を主原料とし、これに動物性原料、植物性原料等を混合。
　　60日～90日間ホイールローダーで切り返し低温発酵・熟成。
２．発酵・熟成した原料をペレット加工後、水分調整し包装。

窒素 ６.０％　　　りん酸 ５.５％　　　加里 ３.０％
Ｃ／Ｎ比 ５

袋詰め：15㎏入り1,000円(税別)
フレコン：500㎏入り33,000円(税別)

約２，５００トン

販売価格

住所・連絡先

(株)あすなろファーム

住所：八戸市大字大久保字町畑西ノ平１５－８
TEL：０１７８－３３－４１１１　FAX：０１７８－３３－４１１２

年間供給量

成分分析値
（現物中）

鶏ふん １００％

製造方法

製造者名

窒素 ５.０％　　　りん酸 ３.０％　　　加里 ２.０％
Ｃ／Ｎ比 ３.９　　　水分 ２０％

１．発酵棟で30日間かけてホイールローダーにて切り返し一次発酵。
２．次の発酵棟で30日間かけてホイールローダーにて切り返し二次発酵・
　　熟成。
３．出荷棟にて水分調整後、包装。

約２，５００トン

販売価格
袋詰め：（粉体）15㎏入り100円(税別)
フレコン：（粉体）500㎏入り3,000円(税別)

年間供給量

住所・連絡先

(株)オリエンタルファーム

住所：八戸市大字金浜字中渡８－１
TEL：０１７８－３８－２３１１　FAX：０１７８－３８－２３６４

販売価格 無償提供（引き取り可能な方）

年間供給量 約８，６００トン

製造者名

鶏ふん　１００％

製造方法
堆肥盤にて10日程度切りかえしながら発酵させ、ホソヤ式強制発酵機
により15日程度さらに発酵させる。その後自然乾燥。

成分分析値
（現物中）

窒素 ２.７％　　　りん酸 ４.７％　　　加里 ２.９％
Ｃ／Ｎ比 ７　　　水分 ２３％

No. 6 製品名 鶏糞肥料 原材料

配達/
配送料

有り
(要確認)

散布/
散布料

無し

No. 7 製品名 鶏糞堆肥 原材料

配達/
配送料

有り
(要確認)

散布/
散布料

無し

No. 8 製品名 発酵鶏糞 原材料

配達/
配送料

有り
(要確認)

散布/
散布料

有り
(要確認)

No. 9 製品名 牛ふん発酵堆肥 原材料

配達/
配送料

有り
(要確認)

散布/
散布料

無し

No. 10 製品名 鶏糞肥料 原材料

配達/
配送料

有り
(要確認)

散布/
散布料

無し

製造者名 (有)ノースランド

住所・連絡先
住所：階上町大字金山沢字鳥屋長根３１
TEL：０１７８－８８－３６１３　FAX：０１７８－８８－５１９７

鶏ふん １００％

製造方法
１．戻し発酵糞と生糞を約1:1の割合で混合し、約1週間堆積発酵。
２．堆積発酵後に攪拌機に投入し、約3～4週間攪拌（発酵・乾燥）。
３．堆肥盤に移し、自然乾燥させ製品化。

成分分析値
（現物中）

窒素 １.９％　　　りん酸 ７.９％　　　加里 ０.４％
石灰全量　２７.０％　　　Ｃ／Ｎ比 ６　　水分 １８.５％

販売価格 無償提供

年間供給量 約１，５００トン

製造者名 (株)イチカワファーム

住所・連絡先
住所：八戸市市川町下大川端５２
TEL：０１７８－５２－７７１０　FAX：０１７８－５２－２１６０

牛ふん、オガクズ、
樹皮（バーク）等

製造方法
ホイルローダーで切り返しを6ケ月間繰り返し、出荷。
土着菌による発酵堆肥。

成分分析値
（現物中）

窒素 １.４％　　　りん酸 １.５％　　　加里 １.５％
Ｃ／Ｎ比 １２　　水分 ４２.０％

販売価格 バラ：4tで5,000円～(配送込・税別）

年間供給量 約２，０００トン

住所・連絡先
住所：五戸町大字倉石石沢字柴山２３－５４
TEL：０１７８－７７－２７５４　FAX：０１７８－７７－３８１５

販売価格
バラ：1tで1,500円（税・配達・散布込）
※但し、配達及び散布は五戸町内に限る。それ以外の方は要相談。

年間供給量 約３，０００トン

製造者名 (有)東北グローイング

鶏ふん １００％

製造方法

１．戻し発酵糞及びコンポスト発酵鶏糞と生糞を約1:1の割合で混合し、
　　堆積発酵。
２．約5～6日後、温度が50℃～60℃前後になったら、岡田式ロータリー
　　発酵槽に投入し、約３週間攪拌・発酵。
３．堆肥盤に移し、自然乾燥させ製品化。

成分分析値
（現物中）

窒素 ３.８％　　　りん酸 ５.２％　　　加里 ７.０％
Ｃ／Ｎ比 ８　　水分 ２７.１％

製造者名 (株)青森ポートリー

住所・連絡先
住所：階上町蒼前東二丁目９－４６
TEL：０１７８－８８－３４７１　FAX：０１７８－８８－３４７３

成分分析値
（現物中）

窒素 ２.５％　　　りん酸 ８.５％　　　加里 ５.４％
Ｃ／Ｎ比 １０　　水分 １１.５％

販売価格 無償提供

年間供給量 約２，５００トン

住所・連絡先
住所：階上町蒼前東二丁目９－４６
TEL：０１７８－８８－３４７１　FAX：０１７８－８８－３４７３

鶏ふん １００％

製造方法

１．戻し発酵糞と生糞を1:1の割合で混合し、堆積発酵。
２．約1週間後、温度が60℃以下になったら、ホソヤ式強制発酵機に
　　投入し、約２週間攪拌（発酵・乾燥）。
３．堆肥盤に移し、自然乾燥させ製品化。

販売価格 無償提供

年間供給量 約３，０００トン

製造者名 (株)青森ポートリー

鶏ふん １００％

製造方法

１．戻し発酵糞と生糞を1:1の割合で混合し、堆積発酵。
２．約1週間後、温度が60℃以下になったら、コンポストに投入し、
　　約3日間発酵・乾燥。
３．堆肥盤に移し、自然乾燥させ製品化。

成分分析値
（現物中）

窒素 ４.９％　　　りん酸 ５.７％　　　加里 ４.８％
Ｃ／Ｎ比 ７　　水分 １９.４％

※※家畜伝染病感染予防のため、車両消毒等が必要な場合がありますので、購入を希望される方は、必ず事前に製造者へお問い合わせください。

※ 分析値は変化する場合がありますので、詳しくは生産者にお問い合わせください。



 

１ 八戸圏域市町村の主な家畜の飼養状況 （八戸市調べ） 

 

乳用牛  肉用牛  豚  採卵鶏  肉用鶏  

戸数  頭数  戸数  頭数  戸数  頭数  戸数  羽数  戸数  羽数  

八戸圏域合

計  

H26.2 43 1,524 294 15,196 31 123,609 16 3,716,284 54 3,773,161 

H27.2 39 1,419 271 14,978 31 115,956 15 3,660,998 55 3,801,202 

H28.2 36 1,346 263 13,697 28 112,536 16 4,034,456 55 4,192,818 

H29.2 34 1,294 256 13,567 29 109,340 16 3,616,026 56 4,387,837 

H30.2 29 1,205 250 13,926 28 111,859 16 3,404,239 55 4,335,722 

H31.2 31 1,199 248 13,561 26 109,789 16 4,086,463 57 4,561,182 

H30.2 現在

各市町村  

八戸市  5 196 28 1,963 8 41,923 5 1,218,285 5 495,500 

三戸町  3 91 56 1,265 2 24,211 0 0 10 576,000 

五戸町  1 25 29 3,272 1 600 5 632,500 10 799,796 

田子町  4 131 70 1,369 2 1,052 1 8,800 17 1,655,648 

南部町  2 69 20 1,194 2 1,939 0 0 9 454,196 

階上町  5 155 9 444 5 22,616 4 1,267,100 0 0 

新郷村  5 388 30 1,778 1 3 0 0 0 0 

おいらせ町  4 150 8 2,641 7 19,515 1 277,554 4 354,582 

青森県（H30.2） 187 11,300 886 55,900 79 359,500 28 5,714,000 67 7,018,000 

八戸圏域の割合  15.5% 10.7% 28.2% 24.9% 35.4% 31.1% 57.1% 59.6% 82.1% 61.8% 

広域連携推進特別委員会 参考資料  

令和 2 年 3 月 19 日  

農林水産部  農林畜産課  
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２農業産出額の状況 
  

 

                                    ＊ 参考 八戸市の農業産出額  （単位：千万円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体 項目 平成 27 平成 28 平成 29 単位 

青森県 
全体額  3,068 3,221 3,103 

億円  
うち畜産  910 918 915 

八戸市 
全体額  1,444 1,470 1,490 千万円  

 うち畜産  978 973 1,010 

三戸町 
全体額  623 626 609 

うち畜産  187 192 189 

五戸町 
全体額  919 1,000 970 

うち畜産  296 293 280 

田子町 
全体額  664 683 676 

うち畜産  407 418 418 

南部町 
全体額  1,427 1,483 1,458 

うち畜産  749 741 744 

階上町 
全体額  351 349 349 

うち畜産  306 300 303 

新郷村 
全体額  236 260 244 

うち畜産  45 51 50 

おいらせ町 
全体額  818 911 752 

うち畜産  
225 214 208 

小計 
全体額  6,482 6,782 6,548 

うち畜産  3,193 3,182 3,202 

対県割合 
全体額  21.1% 21.1% 21.1%   

  うち畜産  35.1% 34.7% 35.0% 

 
平成

27 

平成

28 

平成

29 

耕 種 

米 102 111 110 

野 菜 191 219 214 

果 実 79 81 77 

その他耕種  94 87 81 

小 計 466 497 481 

畜 産 

肉 用 牛 58 48 47 

乳 用 牛 15 15 15 

 生 乳 14 13 13 

豚 89 84 82 

鶏 767 781 827 

 鶏 卵 726 739 775 

その他畜産

物 
49 46 38 

小 計 978 973 1,010 

加工農産物  － －  

合   計  1,444 1,470 1,490 
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